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各種ポスター・作文入賞作品
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みんなで仮装して「ハロウィンパーティー｣！
　梅迫町の八田幼稚園が10月31日、「ハロウィンパーティー」を開催。仮装した
園児たちは、園内と隣接する八田中学校で「トリック オア トリート！」と言っ
てお菓子をもらい、笑顔いっぱいでした。
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設
の
整
備
が
完
了
し
、
普
通
建
設
事
業

費
が
同
13
・
３
㌫
（
２
億
１
２
９
２
万

円
）
減
り
ま
し
た
。

　一
方
、（
仮
称
）
駅
北
複
合
施
設
の

整
備
に
向
け
た
実
施
設
計
や
市
道
環
境

の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。
ま
た
、
コ
ロ

ナ
対
策
で
は
、
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

な
ど
国
の
財
源
を
活
用
し
▽
感
染
拡
大

の
防
止
▽
市
民
生
活
へ
の
支
援
▽
経
済

対
策―

に
総
額
約
18
億
円
の
事
業
を
実

施
。
将
来
を
見
据
え
た
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

市
債（
借
金
）残
高
は
３
年
連
続
減
少

　基
金
（
貯
金
）
残
高
は
、
８
億
６
４

０
０
万
円
増
え
、56
億
４
４
９
４
万
円
。

行
財
政
健
全
化
の
取
り
組
み
な
ど
で
、

財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩
し
を
４
年
連

続
回
避
し
ま
し
た
。
市
債
（
借
金
）
残

高
は
、
２
億
４
７
１
８
万
円
減
の
１
４

１
億
４
７
４
万
円
。
３
年
連
続
で
減
少

し
ま
し
た
。

　財
政
の
弾
力
性
を
示
す
経
常
収
支
比

率
は
、
６
・
０
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
87
・

５
㌫
で
し
た
。
ま
た
、
財
政
の
健
全
性

を
判
断
す
る
指
標
は
「
こ
れ
以
上
悪
化

す
る
と
危
険
」
な
基
準
を
下
回
り
、
全

て
安
全
圏
。
実
質
公
債
比
率
は
、
同
基

準
25
㌫
に
対
し
９
・
８
㌫
。
将
来
負
担

比
率
も
、
同
基
準
３
５
０
㌫
に
対
し

98
・
４
㌫
で
、
15
・
４
ポ
イ
ン
ト
改
善

し
ま
し
た
。

特
別
会
計
も
黒
字
決
算

　特
別
会
計
７
会
計
の
総
額
は
、
歳
入

89
億
２
２
３
８
万
円
、
歳
出
87
億
７
８

１
０
万
円
＝
左
表
。
実
質
収
支
は
１
億

４
４
２
８
万
円
で
、
全
て
黒
字
ま
た
は

収
支
均
衡
で
し
た
。公
営
企
業
会
計
は
、

上
水
道
事
業
会
計
が
39
年
連
続
で
黒
字

で
し
た
。
下
水
道
事
業
会
計
は
令
和
元

年
度
の
公
営
企
業
会
計
移
行
か
ら
赤
字

が
継
続
。
病
院
事
業
会
計
も
患
者
数
は

増
え
た
も
の
の
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
水
準

に
は
戻
ら
ず
、
２
年
連
続
で
赤
字
と
な

り
ま
し
た
。

市
税
や
地
方
交
付
税
が
増

　一
般
会
計
の
歳
入
は
、
１
８
６
億
７

０
１
２
万
円
で
、
前
年
度
比
９
・
２
㌫

減
少
し
ま
し
た
。
歳
入
の
う
ち
、
自
主

財
源
の
柱
で
あ
る
市
税
収
入
は
、
44
億

５
０
６
６
万
円
で
、同
比
０
・
６
㌫
（
２

５
４
０
万
円
）
増
。
個
人
市
民
税
は
減

り
ま
し
た
が
、
一
部
企
業
の
収
益
改
善

や
設
備
投
資
で
法
人
市
民
税
や
固
定
資

産
税
が
伸
び
ま
し
た
。
地
方
交
付
税
も

国
の
臨
時
経
済
対
策
費
な
ど
に
よ
り

12
・
９
㌫
（
６
億
５
７
３
万
円
）
増
加

し
ま
し
た
。

　一
方
、
国
庫
支
出
金
は
同
39
・
８
㌫

（
24
億
６
２
７
８
万
円
）
減
。
特
別
定

額
給
付
金
（
１
人
10
万
円
給
付
）
事
業

が
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
要
因
で
す
。

各
種
事
業
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
実
施

　歳
出
は
、
１
８
５
億
６
５
６
５
万
円

で
、
前
年
度
比
９
・
４
㌫
減
少
。
旧
市

民
セ
ン
タ
ー
の
解
体
や
リ
サ
イ
ク
ル
施

令和３年度決算

50
年
連
続
で
黒
字

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
時
代
を

　
　
　
　見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

市
の
令
和
３
年
度
各
会
計
決
算
案
が
10
月
26
日
、
市
議
会
で
認
定
さ
れ
ま

し
た
。
第
６
次
綾
部
市
総
合
計
画
の
ス
タ
ー
ト
の
年
と
し
て
「
医
・
職
・
住
・

教
育
・
情
報
発
信
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
事
業
を
展
開
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
以
下
、
コ
ロ
ナ
）
対
策
な
ど
13
回
の
補
正
予
算

を
編
成
し
、
迅
速
で
き
め
細
か
な
施
策
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

～財政用語の解説～
経常収支比率
　一般財源（市の裁量で使える財源）に占める福祉施
策経費や人件費など義務的な経費の割合。率が高いほ
ど、自由に使える資金が少ないことになります。

実質公債費比率
　市債（借金）の額が適正かどうかを判断する数値。
一般財源に占める借金返済額の割合です。

将来負担比率
　市が将来的に負担しなければならない可能性のあ
る、実質的な借金残高などを指標化したもの。一般会
計に加え、各特別会計や第３セクターも含めた借金な
どを基に算出します。

❶中筋小学校の体育館を改修　❷新
型コロナワクチン集団接種を実施　
❸市立病院内に病児保育室「にじい
ろルーム」を開所　❹あやべ温泉の
キャンプ場の設備を拡充　❺味方町
と有岡町に防火水槽を整備　❻市の
ＰＲ動画を作成　

人件費
18.8％

扶助費
21.9％

公債費
7.1％

物件費
15.9％

補助費等
11.2％

積立金
6.1％

普通建設事業費
7.5％

その他 2.6％

繰出金
8.9％

歳 出
185億6,565万円

義務的経費 47.8％

自主財源 30.3％
依存財源 69.7％

地方交付税
28.5％

国庫支出金
20.0％

府支出金
9.1％

市債
5.4％

その他 6.7％

その他 6.5％

市税
23.8％

歳 入
186億7,012万円

会計別決算収支の状況

※端数処理（四捨五入）の関係で、本文記載の合計額が異なります

一　般　会　計

区　　分 歳出総額歳入総額

区　　分 事業費用事業収益

186億7,012万円

3,555万円

197万円

34億4,155万円

47億7,447万円

6億1,872万円

1,042万円

3,971万円

10億1,367万円

16億1,990万円

64億9,061万円

185億6,565万円

3,555万円

73万円

34億1,717万円

46億6,593万円

6億859万円

1,042万円

3,971万円

9億5,856万円

17億3,615万円

66億914万円

市 立 診 療 所 等

農林業者労働災害共済

国 民 健 康 保 険

介 護 保 険

後期高齢者医療

駐 車 場

住宅・工業団地事業

上 水 道 事 業

下 水 道 事 業

病 院 事 業

特
　別
　会
　計

公
営
企
業
会
計

❶ ❷

❸ ❹

❻❺
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体
罰
は
し
つ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　大
人
は
し
つ
け
だ
と
思
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
行
為
が
、
虐
待
に
当
た
る
ケ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
。
し
つ
け
と
は
、
子
ど

も
の
人
格
や
才
能
な
ど
を
伸
ば
し
、
社

会
性
を
身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
導
く

こ
と
。
一
方
、
虐
待
は
力
に
よ
っ
て
押

さ
え
つ
け
、
従
わ
せ
よ
う
と
す
る
行
為

で
あ
り
、
暴
力
の
手
本
と
な
っ
て
し
ま

う
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
体
罰

な
ど
が
繰
り
返
さ
れ
る
と
、
子
ど
も
の

心
身
に
ダ
メ
ー
ジ
（
脳
の
萎
縮
）
を
与

え
、
成
長
や
発
達
に
さ
ま
ざ
ま
な
悪
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
科
学
的
に
も
明
ら

か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
み
ん
な
で
見
守
り
を

　子
ど
も
へ
の
虐
待
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

家
庭
が
抱
え
る
問
題
に
加
え
、
地
域
で

の
孤
立
も
背
景
に
あ
り
ま
す
。
孤
立
を

防
ぐ
に
は
、
ま
ず
地
域
ぐ
る
み
で
子
育

て
家
庭
を
温
か
く
見
守
る
行
動
が
大
切

で
す
。
普
段
か
ら
の
ち
ょ
っ
と
し
た
声

相
談
件
数
は
増
加
傾
向
に

　令
和
３
年
度
、
市
に
寄
せ
ら
れ
た
女

性
相
談
者
数
は
84
人
（
う
ち
Ｄ
Ｖ
54

人
）。
令
和
元
年
度
の
55
人
（
同
37
人
）

と
比
べ
る
と
、
相
談
者
数
は
約
１
・
５

倍
、
相
談
者
の
８
割
が
Ｄ
Ｖ
に
関
す
る

内
容
で
す
。

　Ｄ
Ｖ
が
増
加
し
て
い
る
原
因
の
一

つ
と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
、
在
宅
勤
務
や
リ

モ
ー
ト
ワ
ー
ク
な
ど
、
自
宅
で
過
ご

す
時
間
が
増
え
、
家
族
が
顔
を
合
わ

せ
る
機
会
が
多
く
な
っ
た
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

　ま
た
、Ｄ
Ｖ
の
多
く
が
家
庭
内
で
起

こ
る
た
め
、
周
囲
も
気
付
か
な
い
う
ち

に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
、
被
害
が
深
刻

化
し
ま
す
。
被
害
者
は
女
性
に
限
り

ま
せ
ん
。「
夫
婦
間
の
こ
と
だ
か
ら
」

「
夫
婦
げ
ん
か
だ
か
ら
」
で
済
ま
さ
れ

て
し
ま
う
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。

Ｄ
Ｖ
は
子
ど
も
へ
の
心
理
的
虐
待
に
も

か
け
が
虐
待
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
の
見
守
り
や
相
談
窓
口

＝
左
参
照
＝
へ
の
連
絡
・
相
談
で
救
わ

れ
る
子
ど
も
が
い
ま
す
。

頑
張
り
す
ぎ
な
い
こ
と
も
大
切

　毎
日
、子
育
て
を
頑
張
っ
て
い
る
と
、

疲
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

ん
な
と
き
は
▽
完
璧
を
求
め
な
い
▽
自

分
の
時
間
を
持
つ
▽
子
育
て
サ
ー
ク
ル

等
に
加
わ
っ
て
み
る
▽
困
っ
た
と
き
は

助
け
て
も
ら
う―

な
ど
無
理
を
せ
ず
、

家
族
や
周
囲
の
人
た
ち
に
甘
え
た
り
、

協
力
し
た
り
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

　子
ど
も
が
家
庭
内
で
起
こ
る
暴
力
を

目
撃
す
る
こ
と
は
、
子
ど
も
へ
の
「
心

理
的
虐
待
」
に
な
り
ま
す
。
Ｄ
Ｖ
を
見

聞
き
す
る
と
、
心
や
脳
の
発
達
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
そ
し
て
、
暴

力
を
目
の
当
た
り
に
し
な
が
ら
育
っ
た

子
ど
も
は
、
暴
力
を
ふ
る
う
こ
と
が
感

情
表
現
や
問
題
解
決
の
手
段
で
あ
る
と

学
習
し
ま
す
。
大
切
な
子
ど
も
た
ち
が

Ｄ
Ｖ
の
加
害
者
に
も
被
害
者
に
も
な
ら

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
Ｄ
Ｖ
へ

の
正
し
い
理
解
と
「
暴
力
を
ふ
る
っ
て

は
い
け
な
い
」
と
い
う
、
小
さ
な
こ
ろ

か
ら
の
意
識
づ
く
り
が
大
切
で
す
。

ス
ト
ッ
プ
！
児
童
虐
待
・Ｄ
Ｖ

11
月
は
「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」

児
童
虐
待
は
、
子
ど
も
の
心
身
に
重
大

な
影
響
を
与
え
ま
す
。
子
ど
も
が
自
分
で

助
け
を
求
め
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。
あ
な
た
の
電
話
１
本
で
救
わ
れ

る
子
ど
も
が
い
ま
す
。

11
月
12
〜
25
日
は
「
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
を
な
く
す
啓
発
期
間
」

Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
と

は
、
夫
婦
や
恋
人
な
ど
、
親
し
い
パ
ー
ト
ナ
ー
間
で
行

わ
れ
る
暴
力
の
こ
と
。
相
手
の
体
や
心
を
傷
つ
け
る
暴

力
は
、
け
ん
か
の
延
長
で
は
な
く
、
犯
罪
と
な
る
行
為

を
も
含
む
重
大
な
人
権
侵
害
に
あ
た
り
ま
す
。

身体的虐待

性的虐待

ネグレクト
（育児放棄など）

心理的虐待
言葉で傷つける、脅す、無視する、きょう
だい間で差別する、子どもの前で激しい喧
嘩を見せる面前ＤＶ（ドメスティック・バ
イオレンス）など

殴る、蹴る、たたく、激しく揺さぶる、家
の外に閉め出すなど

気付いてください！SOSのサイン

不自然な傷やあざがある、衣類がいつも汚れてい
る、落ち着きがなく乱暴である、喜怒哀楽の表情が
ない、食事時や夜間に家の外で遊んでいる、食べ物
に過度な執着を持つなど

　市とあいフェスティバル実行委員会（林多嘉子
実行委員長）は10月22日、西町一丁目のＩ・Ｔ
ビルであいフェスティバルを開催しました。「世
界最高齢プログラマー」として知られる若宮正子
さんが「女性の生涯の活躍」と題して講演。「定
年退職してからパソコンを買い、年寄り向けで楽
しく遊べるアプリがほしいと思い、アプリを開発
した。何歳になっても学ぶことは大切です」と呼
び掛けました。
　そのほか会場では、パープル＆オレンジリボン
フォトブースを設置。DV防止、児童虐待防止啓
発に取り組みました。

近所や地域の中で孤立している、小さい子どもを家
に置いたまま外出している、子育てに無関心、子ど
ものけがについて不自然な説明をするなど

長時間子どもの泣き声がする、怒鳴り声や物を投げ
つけるような音がするなど

子どもへの性的行為、子どもに性的行為を
見せるなど

乳幼児を家に残して外出する、ひどく不潔
なままにする、病気になっても病院に連れ
て行かないなど

身体的暴力

子どもを
巻き込んだ暴力

精神的暴力

性的暴力

社会的暴力

経済的暴力

殴る、蹴る、縛るなどして体の自由を奪
う、物を投げつける、髪を引っ張るなど

子どもの前で暴力を見せる（面前ＤＶ）、子
どもへの暴力をほのめかすなど

生活費を渡さない、働かせない、借金を作
り返済を強要するなど

行動や通信履歴の監視、外出の制限、家族
や友人との交流の制限など

無視する、大声で怒鳴る、大切なものを壊
す、服装や髪型を制限するなど

相手が嫌がるのに体をさわる、性的な行為の
強要、避妊に協力しない、中絶の強要など

子
ど
も

保
護
者

家
庭

《児童虐待相談窓口》
・市こども家庭支援相談室「あや・ほっと」
 （平日午前８時30分～午後５時）
　☎(40)1088
・府北部家庭支援センター（福知山児童相談所）
 （平日午前８時30分～午後５時15分）
　☎0773(22)3623
・児童相談所虐待対応ダイヤル（全国共通ダイヤル）
　☎189（いちはやく）　24時間対応

《DV相談窓口》

緊急の場合や危険を感じたら
迷わず110番へ!!

・市相談窓口（平日午前８時30分～午後５時）
　☎(42)1801
・府北部家庭支援センター（平日午前９時～午後５時）
　☎0773(22)9911
・ＤＶ相談ナビ＃８００８（はれれば）

加害者が急に優しくなるハネムーン期に
　だまされない！暴力は繰り返されます！

爆発期
暴力を振るう
ようになる

緊張期
イライラして
すぐに機嫌が
悪くなる

ハネムーン期
別人のように優しく
なり反省する

DVの
サイクル

　第19回
あいフェスティバル

TOPIC
S

～いつまでも輝くために 今、学ぼう～

5 4

体
罰
は
し
つ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　大
人
は
し
つ
け
だ
と
思
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
行
為
が
、
虐
待
に
当
た
る
ケ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
。
し
つ
け
と
は
、
子
ど

も
の
人
格
や
才
能
な
ど
を
伸
ば
し
、
社

会
性
を
身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
導
く

こ
と
。
一
方
、
虐
待
は
力
に
よ
っ
て
押

さ
え
つ
け
、
従
わ
せ
よ
う
と
す
る
行
為

で
あ
り
、
暴
力
の
手
本
と
な
っ
て
し
ま

う
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
体
罰

な
ど
が
繰
り
返
さ
れ
る
と
、
子
ど
も
の

心
身
に
ダ
メ
ー
ジ
（
脳
の
萎
縮
）
を
与

え
、
成
長
や
発
達
に
さ
ま
ざ
ま
な
悪
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
科
学
的
に
も
明
ら

か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
み
ん
な
で
見
守
り
を

　子
ど
も
へ
の
虐
待
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

家
庭
が
抱
え
る
問
題
に
加
え
、
地
域
で

の
孤
立
も
背
景
に
あ
り
ま
す
。
孤
立
を

防
ぐ
に
は
、
ま
ず
地
域
ぐ
る
み
で
子
育

て
家
庭
を
温
か
く
見
守
る
行
動
が
大
切

で
す
。
普
段
か
ら
の
ち
ょ
っ
と
し
た
声

相
談
件
数
は
増
加
傾
向
に

　令
和
３
年
度
、
市
に
寄
せ
ら
れ
た
女

性
相
談
者
数
は
84
人
（
う
ち
Ｄ
Ｖ
54

人
）。
令
和
元
年
度
の
55
人
（
同
37
人
）

と
比
べ
る
と
、
相
談
者
数
は
約
１
・
５

倍
、
相
談
者
の
８
割
が
Ｄ
Ｖ
に
関
す
る

内
容
で
す
。

　Ｄ
Ｖ
が
増
加
し
て
い
る
原
因
の
一

つ
と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
、
在
宅
勤
務
や
リ

モ
ー
ト
ワ
ー
ク
な
ど
、
自
宅
で
過
ご

す
時
間
が
増
え
、
家
族
が
顔
を
合
わ

せ
る
機
会
が
多
く
な
っ
た
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

　ま
た
、Ｄ
Ｖ
の
多
く
が
家
庭
内
で
起

こ
る
た
め
、
周
囲
も
気
付
か
な
い
う
ち

に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
、
被
害
が
深
刻

化
し
ま
す
。
被
害
者
は
女
性
に
限
り

ま
せ
ん
。「
夫
婦
間
の
こ
と
だ
か
ら
」

「
夫
婦
げ
ん
か
だ
か
ら
」
で
済
ま
さ
れ

て
し
ま
う
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。

Ｄ
Ｖ
は
子
ど
も
へ
の
心
理
的
虐
待
に
も

か
け
が
虐
待
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
の
見
守
り
や
相
談
窓
口

＝
左
参
照
＝
へ
の
連
絡
・
相
談
で
救
わ

れ
る
子
ど
も
が
い
ま
す
。

頑
張
り
す
ぎ
な
い
こ
と
も
大
切

　毎
日
、子
育
て
を
頑
張
っ
て
い
る
と
、

疲
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

ん
な
と
き
は
▽
完
璧
を
求
め
な
い
▽
自

分
の
時
間
を
持
つ
▽
子
育
て
サ
ー
ク
ル

等
に
加
わ
っ
て
み
る
▽
困
っ
た
と
き
は

助
け
て
も
ら
う―

な
ど
無
理
を
せ
ず
、

家
族
や
周
囲
の
人
た
ち
に
甘
え
た
り
、

協
力
し
た
り
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

　子
ど
も
が
家
庭
内
で
起
こ
る
暴
力
を

目
撃
す
る
こ
と
は
、
子
ど
も
へ
の
「
心

理
的
虐
待
」
に
な
り
ま
す
。
Ｄ
Ｖ
を
見

聞
き
す
る
と
、
心
や
脳
の
発
達
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
そ
し
て
、
暴

力
を
目
の
当
た
り
に
し
な
が
ら
育
っ
た

子
ど
も
は
、
暴
力
を
ふ
る
う
こ
と
が
感

情
表
現
や
問
題
解
決
の
手
段
で
あ
る
と

学
習
し
ま
す
。
大
切
な
子
ど
も
た
ち
が

Ｄ
Ｖ
の
加
害
者
に
も
被
害
者
に
も
な
ら

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
Ｄ
Ｖ
へ

の
正
し
い
理
解
と
「
暴
力
を
ふ
る
っ
て

は
い
け
な
い
」
と
い
う
、
小
さ
な
こ
ろ

か
ら
の
意
識
づ
く
り
が
大
切
で
す
。

ス
ト
ッ
プ
！
児
童
虐
待
・Ｄ
Ｖ

11
月
は
「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」

児
童
虐
待
は
、
子
ど
も
の
心
身
に
重
大

な
影
響
を
与
え
ま
す
。
子
ど
も
が
自
分
で

助
け
を
求
め
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。
あ
な
た
の
電
話
１
本
で
救
わ
れ

る
子
ど
も
が
い
ま
す
。

11
月
12
〜
25
日
は
「
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
を
な
く
す
啓
発
期
間
」

Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
と

は
、
夫
婦
や
恋
人
な
ど
、
親
し
い
パ
ー
ト
ナ
ー
間
で
行

わ
れ
る
暴
力
の
こ
と
。
相
手
の
体
や
心
を
傷
つ
け
る
暴

力
は
、
け
ん
か
の
延
長
で
は
な
く
、
犯
罪
と
な
る
行
為

を
も
含
む
重
大
な
人
権
侵
害
に
あ
た
り
ま
す
。

身体的虐待

性的虐待

ネグレクト
（育児放棄など）

心理的虐待
言葉で傷つける、脅す、無視する、きょう
だい間で差別する、子どもの前で激しい喧
嘩を見せる面前ＤＶ（ドメスティック・バ
イオレンス）など

殴る、蹴る、たたく、激しく揺さぶる、家
の外に閉め出すなど

気付いてください！SOSのサイン

不自然な傷やあざがある、衣類がいつも汚れてい
る、落ち着きがなく乱暴である、喜怒哀楽の表情が
ない、食事時や夜間に家の外で遊んでいる、食べ物
に過度な執着を持つなど

　市とあいフェスティバル実行委員会（林多嘉子
実行委員長）は10月22日、西町一丁目のＩ・Ｔ
ビルであいフェスティバルを開催しました。「世
界最高齢プログラマー」として知られる若宮正子
さんが「女性の生涯の活躍」と題して講演。「定
年退職してからパソコンを買い、年寄り向けで楽
しく遊べるアプリがほしいと思い、アプリを開発
した。何歳になっても学ぶことは大切です」と呼
び掛けました。
　そのほか会場では、パープル＆オレンジリボン
フォトブースを設置。DV防止、児童虐待防止啓
発に取り組みました。

近所や地域の中で孤立している、小さい子どもを家
に置いたまま外出している、子育てに無関心、子ど
ものけがについて不自然な説明をするなど

長時間子どもの泣き声がする、怒鳴り声や物を投げ
つけるような音がするなど

子どもへの性的行為、子どもに性的行為を
見せるなど

乳幼児を家に残して外出する、ひどく不潔
なままにする、病気になっても病院に連れ
て行かないなど

身体的暴力

子どもを
巻き込んだ暴力

精神的暴力

性的暴力

社会的暴力

経済的暴力

殴る、蹴る、縛るなどして体の自由を奪
う、物を投げつける、髪を引っ張るなど

子どもの前で暴力を見せる（面前ＤＶ）、子
どもへの暴力をほのめかすなど

生活費を渡さない、働かせない、借金を作
り返済を強要するなど

行動や通信履歴の監視、外出の制限、家族
や友人との交流の制限など

無視する、大声で怒鳴る、大切なものを壊
す、服装や髪型を制限するなど

相手が嫌がるのに体をさわる、性的な行為の
強要、避妊に協力しない、中絶の強要など

子
ど
も

保
護
者

家
庭

《児童虐待相談窓口》
・市こども家庭支援相談室「あや・ほっと」
 （平日午前８時30分～午後５時）
　☎(40)1088
・府北部家庭支援センター（福知山児童相談所）
 （平日午前８時30分～午後５時15分）
　☎0773(22)3623
・児童相談所虐待対応ダイヤル（全国共通ダイヤル）
　☎189（いちはやく）　24時間対応

《DV相談窓口》

緊急の場合や危険を感じたら
迷わず110番へ!!

・市相談窓口（平日午前８時30分～午後５時）
　☎(42)1801
・府北部家庭支援センター（平日午前９時～午後５時）
　☎0773(22)9911
・ＤＶ相談ナビ＃８００８（はれれば）

加害者が急に優しくなるハネムーン期に
　だまされない！暴力は繰り返されます！

爆発期
暴力を振るう
ようになる

緊張期
イライラして
すぐに機嫌が
悪くなる

ハネムーン期
別人のように優しく
なり反省する

DVの
サイクル

　第19回
あいフェスティバル

TOPIC
S

～いつまでも輝くために 今、学ぼう～
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申
請
書
の
記
入
が
不
要
で
ス
ム
ー
ズ
に

　こ
の
交
付
機
で
取
得
で
き
る
証
明
書

は
▽
住
民
票
の
写
し
▽
住
民
票
記
載
事

項
証
明
書
▽
印
鑑
登
録
証
明
書
▽
課
税

（
所
得
）
証
明
書
▽
戸
籍
全
部
（
個
人
）

事
項
証
明
書
▽
戸
籍
の
附
票―

で
す
。

た
だ
し
綾
部
市
が
発
行
す
る
証
明
書
に

限
り
ま
す
。

　申
請
書
の
記
入
が
不
要
で
手
数
料
の

支
払
い
や
証
明
書
の
受
け
取
り
が
ス

ム
ー
ズ
に
な
り
ま
す
。
２
月
か
ら
サ
ー

ビ
ス
が
始
ま
っ
て
い
る
コ
ン
ビ
ニ
交
付

（
本
紙
１
月
号
参
照
）
と
同
じ
機
器
を

使
用
す
る
た
め
、
一
度
市
役
所
で
説
明

を
聞
き
な
が
ら
操
作
を
覚
え
る
と
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
で
も
安
心
し

て
操
作
で
き
ま
す
。

　利
用
に
は
カ
ー
ド
が
必
要
。
カ
ー
ド

を
作
っ
て
い
な
い
人
は
、
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
カ
ー
ド
を
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
さ
ら
に
便
利
に

市
役
所
に
証
明
書
自
動
交
付
機
を
設
置

　人
口
減
少
に
歯
止
め
が
き
か
な
い
地

方
に
お
い
て
は
、
出
生
率
の
上
昇
や
移

住
促
進
な
ど
の
「
緩
和
策
」
に
加
え
、

人
口
減
少
に
耐
え
ら
れ
る
地
域
を
つ
く

り
上
げ
る
「
適
応
策
」
が
重
要
と
言
わ

れ
て
い
る
。
後
者
を
学
術
的
に
は
「
持

続
的
低
密
度
社
会
」
と
論
じ
、
過
度
な

集
中
を
是
正
し
都
市
と
は
別
の
価
値
を

持
つ
居
住
空
間
を
し
っ
か
り
存
在
さ
せ

る
こ
と
が
国
の
底
力
で
は
な
い
か
と
説

い
て
い
る
。
そ
の
具
体
的
イ
メ
ー
ジ
を

実
践
し
て
い
る
ま
ち
と
し
て
本
市
が
、

地
方
自
治
情
報
誌『
月
間
ガ
バ
ナ
ン
ス
』

の
10
月
号
で
小
田
切
徳
美
明
治
大
学
教

授
の
寄
稿
文
の
一
節
〝
に
ぎ
や
か
な
過

疎
〞
の
具
体
例
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い

る
。
要
約
す
る
と―

「
半
農
半
Ｘ
」
と
い
う
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
に
共
感
し
た
移
住
者
も
多
く
、
農
家

民
宿
や
通
訳
案
内
士
、
ウ
ェ
ブ
デ
ザ
イ

ナ
ー
な
ど
農
業
と
両
立
さ
せ
る
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
が
選
択
さ
れ
て
い
る
。
農
家

民
宿
は
移
住
を
考
え
て
い
る
人
の
情
報

収
集
や
地
域
住
民
と
の
交
流
の
場
に
な

り
、
ま
さ
に
〝
に
ぎ
や
か
〞
で
あ
る
。

し
か
し
こ
の
状
況
は
移
住
者
や
関
係
人

口
だ
け
が
作
り
出
し
た
も
の
で
は
な

い
。
中
心
と
な
る
の
は
地
元
住
民
で
あ

り
、
地
域
づ
く
り
を
特
徴
づ
け
る
内
発

的
、
総
合
的
、
革
新
的
な
取
り
組
み
が

行
わ
れ
て
い
る―

と
。

　先
般
、
都
市
農
村
交
流
や
二
地
域
居

住
な
ど
「
関
係
人
口
」
の
提
唱
者
で
あ

る
田
中
輝
美
さ
ん
の
講
演
を
聴
く
機
会

が
あ
っ
た
が
、
切
れ
味
鋭
い
表
現
を
用

い
た
示
唆
に
富
む
内
容
で
あ
っ
た
。「
地

方
の
魅
力
は
課
題
が
あ
る
こ
と
」
な
ぜ

な
ら
「
都
市
部
の
若
者
は
役
割
や
繋
が

り
を
渇
望
し
て
い
る
」「
故
郷
は
志
を

果
た
し
て
戻
る
の
で
は
な
く
志
を
果
た

し
に
戻
る
と
こ
ろ
」「
人
口
を
奪
い
合

う
の
で
は
な
く
シ
ェ
ア
す
る
時
代
」
な

ど…

。
そ
し
て
最
後
に
「
魅
力
あ
る
人

が
多
け
れ
ば
、
そ
れ
は
楽
し
い
所
」
と

結
ん
だ
。

　こ
の
秋
、
綾
部
で
は
コ
ロ
ナ
禍
で
中

止
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
や
行
事
が
復
活
し
つ
つ
あ
る
。

そ
の
多
く
は
地
元
の
人
は
も
ち
ろ
ん
Ｕ

タ
ー
ン
、
Ｉ
タ
ー
ン
、
そ
し
て
関
係
人

口
等
と
の
ミ
ッ
ク
ス
や
連
携
で
の
開

催
。
文
字
通
り
〝
に
ぎ
や
か
な
過
疎
〞

で
盛
り
上
が
っ
て
い
る
！

山
崎
善
也
（
綾
部
市
長
）

153

に
ぎ
や
か
な
過
疎

市
は
12
月
１
日
か
ら
、
市
民
の
利
便
性
の
向
上
や
窓
口
の
混
雑

緩
和
を
目
的
に
、市
役
所
に
証
明
書
自
動
交
付
機
を
設
置
し
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
以
下
、
カ
ー
ド
）
を
利
用
し
て
各
種
証

明
書
が
取
得
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

コピーや写真印刷の機能はあり
ませんので注意してください

ご利用ください！出張申請受付

証明書自動交付機
利用時間

利用できる人

必要なもの

市は、市内の企業や団体などへ市職員が出向いてカードの申請
を受け付けています。詳しくは市民・国保課☎（42）2900まで

午前８時30分～午後５時15分（土・日曜日、祝日、年
末年始除く）
※戸籍証明書は午前９時～午後５時

本市に住民登録がある人（住民票の写し、住民票記載事
項証明書、印鑑登録証明書、課税（所得）証明書）
本市に本籍地がある人（戸籍全部（個人）事項証明書、
戸籍の附票）

マイナンバーカード（数字４桁の暗証番号）
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園
児
の
部
・
５
歳
児

優
秀
賞
／
大
槻
竣
（
物
部
保
育
園
）
佳
作

／
亀
井
力
駆
（
同
）
桃
太
郎
賞
／
中
津
隈

櫂
（
同
）

小
学
生
の
部
・
１
年
生

優
秀
賞
／
山
本
里
菜
（
豊
里
小
）
佳
作
／

仲
江
花
純
（
同
）
桃
太
郎
賞
／
山
崎
桜
佳

（
同
）

小
学
生
の
部
・
２
年
生

優
秀
賞
／
塩
見
梓
月
（
豊
里
小
）
佳
作
／

村
上
琉
希
（
西
八
田
小
）
桃
太
郎
賞
／
出

野
紗
那
（
中
筋
小
）

小
学
生
の
部
・
３
年
生

優
秀
賞
／
四
方
彩
椰
（
綾
部
小
）
佳
作
／

前
岡
明
空
（
中
筋
小
）
桃
太
郎
賞
／
神
内

健
吾
（
吉
美
小
）

お
う  

か

り
　く

か
い

し  

づ
き

じ
ん
な
い

は
る
く

り
ゅ
う 

き

　
市
は
「
第
12
回
あ
や
バ
ス
絵
画
展
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
応
募
は
計
１
３
５

点
（
園
児
11
点
、
１
年
生
58
点
、
２
年

生
50
点
、
３
年
生
16
点
）。
入
賞
者
は

次
の
皆
さ
ん
で
す
（
敬
称
略
）。
入
賞

作
品
は
「
移
動
絵
画
展
」
と
し
て
、
11

月
末
ま
で
あ
や
バ
ス
の
車
内
で
展
示
し

ま
す
。

世界連邦推進綾部市小・中学生
ポスター・作文コンクール
　地球市民の集い実行委員会（委員長、山崎善也・
綾部市長）が、平和と環境をテーマに行っているコ
ンクールの受賞作品が決まりました。本年度の応募
はポスター344点、作文56点。入賞者は次の皆さん
です（敬称略、順不同）。

　戦争が起こるのは、相手のことを考
えず自分勝手な言い分ばかりを主張す
ることが原因だと思うので、相手の立
場になって考える気持ちが大切だと思
う。僕は世界が一つになるためにでき
る限り努力して、今できることに全力
で取り組んでいきたい。（要約）

－最優秀作品－
あ
や
バ
ス
絵
画
展

伊藤 旭（綾部小１年）

野間 心結（豊里小２年）
こゆり

りのあ

古屋 莉愛（中筋小３年）

はるか

最優秀／能勢 望（八田中２年）

そ　  わ

最優秀／林 奏和（豊里中１年）

赤井 美岬（物部保育園）

｜
最
優
秀
作
品
｜

ポ
ス
タ
ー
の
部

優
秀
／
工
藤
灯
世
（
八
田
中
２
年
）▽
白

井
美
瑠
（
豊
里
小
５
年
）

佳
作
／
久
保
美
幸
（
綾
部
中
２
年
）▽
波

夛
野
莉
音（
同
）▽
森
明
咲（
東
綾
中
２
年
）

▽
前
原
美
桜
（
吉
美
小
６
年
）▽
松
宮
柊

（
志
賀
小
６
年
）▽
柳
田
栞
里
（
綾
部
小
６

年
）▽
吉
田
真
子
（
同
）

作
文
の
部

優
秀
／
稲
葉
玄
造
（
上
林
中
３
年
）▽
大

西
悠
月
（
西
八
田
小
６
年
）

佳
作
／
久
田
香
菜
子
（
同
）▽
井
上
歩
乃

花
（
上
林
中
３
年
）▽
渡
邉
悠
人
（
同
）▽

村
上
結
愛
（
豊
里
中
１
年
）

と
も  

よ

め
い  

さ

ゆ
う  

あ

み
　る

み
　お

り  

お
ん

ゆ  

づ
き

し
ゅ
う

世界がひとつになるために



9 88

多彩な催しで秋のまちなかにぎわう

　10月22日、栗町の豊里コミュニ
ティセンターで「第44回あやべジャ
ンボリー」（市青少年育成連絡協議
会主催）が開催されました。参加
した市内小学校５・６年生22人は、
ボランティアスタッフの支援を受
けながら、火起こしやお茶の飲み
比べなどのゲーム、キャンプファ
イヤーを体験。児童は「普段はで
きない火起こし体験が楽しかった」
「みんなと協力するから仲良くなっ
た」と笑顔で１日を過ごしました。

思い出に残る特別な体験

　「海の京都」綾部地区協議会（高橋辰夫座長）
は10月22日、青野町のグンゼスクエアで綾の
まちめぐりフェスを開催。あやべ地域交流大使
のシャンプーハットてつじさんによるシルクス
クリーンの体験やグンゼの歴史をひも解くツ
アー、謎解きゲーム、クイズなどで盛り上がり
ました。シルクスクリーン体験に参加した家族
は、オリジナルのバッグやＴシャツを作成し、
てつじさんから「完璧！天才やん！」と褒めら
れうれしそうな表情を浮かべていました。 123人が秋の里山を駆け抜ける

　睦寄町の二王公園を発着点として10月23日
「あやべ里山サイクリング2022」（同実行委員
会主催）が開催されました。上林をひと回り
する70キロメートルと里山をじっくり楽しむ
40キロメートルの２コースに市内外から123人
が参加。コース内にある市志公民館（五泉町）
では芋煮が振る舞われるなど、参加者は地元
住民の温かいもてなしを受けながら爽やかな
秋の里山を快走しました。

綾部の魅力について語る

仮装でハロウィーン楽しむ

拡大版！

　市は10月15日、青野町のものづくり交流館で「あや
べ市民大学」（全５回）の第１回講座を開催。第１部
では、山崎善也・綾部市長が「住み続けられるまちづ
くりへ」と題して、綾部の魅力や課題などについて講
演しました。第２部では「新しい『田舎生活』のすす
め」を出版した蒲田正樹さんと山崎市長が対談。蒲田
さんは「新書では、綾部にＵ・Ｉターンした人の素敵
な生き方にスポットを当てています」と紹介。山崎市
長は「蒲田さんの新書で、Ｕ・Ｉターンを考えている
人の後押しになることを期待したい」と締めくくりま
した。

　地球市民の集い実行委員会（委員長、
山崎善也・綾部市長）は10月29日、青
野町のあやべグンゼスクエアで「地球
市民の集い」を開催。第１部は、世界
連邦推進綾部市小・中学生ポスター・
作文コンクール表彰式を実施しまし
た。第２部は「Peaceハロウィン」と
題し、ステージ発表や各種体験会、ス
タンプラリーなど多彩なイベントが盛
りだくさん。多くの家族連れらが仮装
やフェイスペイントなどで、ハロウィ
ーンを楽しみました。

秋のバラまつり開催
　10月15日、青野町のあやべグンゼスクエアで
「秋のバラまつり」が開幕。市民ボランティア・
綾部バラ会の皆さんが丹精込めて手入れした、
150種1,200本の色彩豊かなバラが園内を彩りま
した｡期間中は「綾のまちめぐりフェス」や「地
球市民の集い」、「第29回綾部市菊花展」など多
彩なイベントが催され、市内外から訪れた人たち
は綾部の魅力を楽しみました。
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では芋煮が振る舞われるなど、参加者は地元
住民の温かいもてなしを受けながら爽やかな
秋の里山を快走しました。

綾部の魅力について語る

仮装でハロウィーン楽しむ

拡大版！

　市は10月15日、青野町のものづくり交流館で「あや
べ市民大学」（全５回）の第１回講座を開催。第１部
では、山崎善也・綾部市長が「住み続けられるまちづ
くりへ」と題して、綾部の魅力や課題などについて講
演しました。第２部では「新しい『田舎生活』のすす
め」を出版した蒲田正樹さんと山崎市長が対談。蒲田
さんは「新書では、綾部にＵ・Ｉターンした人の素敵
な生き方にスポットを当てています」と紹介。山崎市
長は「蒲田さんの新書で、Ｕ・Ｉターンを考えている
人の後押しになることを期待したい」と締めくくりま
した。

　地球市民の集い実行委員会（委員長、
山崎善也・綾部市長）は10月29日、青
野町のあやべグンゼスクエアで「地球
市民の集い」を開催。第１部は、世界
連邦推進綾部市小・中学生ポスター・
作文コンクール表彰式を実施しまし
た。第２部は「Peaceハロウィン」と
題し、ステージ発表や各種体験会、ス
タンプラリーなど多彩なイベントが盛
りだくさん。多くの家族連れらが仮装
やフェイスペイントなどで、ハロウィ
ーンを楽しみました。

秋のバラまつり開催
　10月15日、青野町のあやべグンゼスクエアで
「秋のバラまつり」が開幕。市民ボランティア・
綾部バラ会の皆さんが丹精込めて手入れした、
150種1,200本の色彩豊かなバラが園内を彩りま
した｡期間中は「綾のまちめぐりフェス」や「地
球市民の集い」、「第29回綾部市菊花展」など多
彩なイベントが催され、市内外から訪れた人たち
は綾部の魅力を楽しみました。
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つながろう

手話
で

協力：京都府聴覚障害者協会綾部支部

　こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

に
関
す
る
情
報
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ

　
　ワ
ク
チ
ン

教えて！
乳
幼
児
へ
の
接
種
が
始
ま
り
ま
す

　市
は
、
生
後
６
カ
月
〜
４
歳
以
下
の

市
民
へ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
実
施
し
ま
す
。
接
種
方
法
や
日
程
等

は
左
表
の
と
お
り
で
す
。
費
用
は
無
料
。

接
種
に
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
。

接
種
回
数
は
３
回
。
１
回
目
の
接
種
で

乳
幼
児
用
の
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
人

は
、
２
・
３
回
目
接
種
ま
で
に
５
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
て
も
、
１
回
目
と
同
じ

乳
幼
児
用
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
ま
す
。

今月の手話

今日

両手の手のひらを下にして、
軽く押さえるように２回下ろ
す

顔の横で人差し指を後ろへ
動かす（後方→過去をさす
指を１本立てる→１日過去
の意）

人差し指を立て、前方へ出
しながら回転させる（前方
→未来をさす　指を１本立
てる→１日未来の意）

昨日 明日

※実施時間等、詳細については、市ホームページ等をご確認ください。
※10月末時点で、国が定める新型コロナワクチン接種の実施期間は今年度末までです。
　接種を希望する人は、来年１月10日までに１回目接種を終了するよう早めの予約を
　お願いします。

接種日程表

会　場

京都協立病院

綾部市立病院

京都協立病院

日　程
２回目接種１回目接種

11月29日(火)①

②

③

12月17日(土)

１月10日(火)
令和５年

12月20日(火)

１月７日(土)

１月31日(火)

２月14日(火)

３月４日(土)

３月28日(火)

３回目接種

障
害
の
捉
え
方
を
考
え
る

　市
教
育
委
員
会
は
10
月
14
日
、
中
央

公
民
館
で
第
３
回
人
権
を
考
え
る
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　松
波
さ
ん
は
、
障
害
の
捉
え
方
に
つ

い
て
車
椅
子
を
利
用
す
る
人
を
例
に
挙

げ
「
階
段
な
ど
立
っ
て
歩
い
て
移
動
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
状
況
で『
障
害
』

に
ぶ
つ
か
る
。
心
身
の
制
約
が
障
害
で

は
な
く
、
階
段
し
か
な
い
施
設
を
造
っ

た
社
会
の
あ
り
方
が
障
害
を
つ
く
っ
て

い
る
」
と
言
及
。
続
け
て
「
こ
の
段
差

が
社
会
の
バ
リ
ア
（
障
壁
）
と
な
り
、
障

害
の
あ
る
人
の
機
会
や
自
由
を
制
限
し

て
き
た
。
バ
リ
ア
を
な
く
す
の
は
社
会

全
体
の
責
任
」
と
捉
え
る
「
障
害
の
社

会
モ
デ
ル
」
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

誰
も
取
り
残
さ
れ
な
い
社
会
に

　「障
害
の
社
会
モ
デ
ル
は
、
他
の
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
（
性
的
少
数
者
や
外
国
人

な
ど
）
の
人
権
を
考
え
る
上
で
も
ヒ
ン

ト
に
な
る
」と
松
波
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

最
後
に
コ
ロ
ナ
禍
で
感
じ
た
こ
と
を
交

え
「
自
由
に
移
動
し
、
人
に
会
う
こ
と

が
人
間
に
と
っ
て
い
か
に
大
切
な
権
利

か
を
実
感
し
た
。
こ
の
権
利
を
制
限
さ

れ
て
き
た
の
が
障
害
の
あ
る
人
た
ち
。

社
会
に
は
多
様
な
人
が
い
る
。
さ
ま
ざ

ま
な
バ
リ
ア
を
具
体
的
に
知
り
、
普
段

か
ら
気
付
い
て
『
ど
う
し
た
ら
バ
リ
ア

を
取
り
除
け
る
の
か
』
を
考
え
る
人
が

増
え
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

人
権
を
考
え
る
セ
ミ

ナ
ー
の
内
容
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

⑦
第
３
回
人
権
を
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー

シ
リ
ー
ズ
　人
権
を
考
え
る

「
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
考
え
る

　
　
　『誰
も
取
り
残
さ
れ
な
い
社
会
』
と
は
？
」

龍
谷
大
学
等
非
常
勤
講
師
　松
波
め
ぐ
み
さ
ん

あやべっ子
もぐもぐ
通信

　市内の全小・中学校の給食
は、各学校で給食調理員が心
を込めて作る自校調理方式。
地域の農産物の使用や工夫を
凝らした献立などで、安全・
安心でおいしい給食を作って
います。

※写真は東八田小学校。各学校の実情に応じてメニューをアレンジしています。

美味しく華やか！

「サケのちらし寿
司」 野菜たっぷり！

「沢煮椀」

目の健康に良
い

「ブルーベリ
ータルト」

10月7日(金)
　この日は、10月10日の「目の愛護デー」にちなん
で、目の健康に良いと言われる食材を使ったちらし寿
司と沢煮椀、タルトでした。サケの色素成分やブルー
ベリーに含まれるアントシアニン、ビタミン類をバラ
ンスよく取ることが目の健康につながります。

令和５年 令和５年

令和５年 令和５年

令和５年

予約・問い合わせ先
〇WEB予約（24時間） 〇電話予約

綾部市新型コロナワクチン接種コールセンター
電話（42）0020　ファクス（42）5488
受付時間：午前８時45分～午後５時15分
　　　　 （土・日曜日、祝日を除く）

※医療機関では予約できません。医療機関への
　問い合わせはご遠慮ください。

電話での申し込みが難しい人は「乳幼児用新
型コロナワクチン接種申込み」と記載し▽手
話通訳希望の有無▽氏名▽生年月日▽住所▽
接種券番号▽連絡先ファクス番号▽希望日程
―を記載しファクスで連絡してください。

予約システムにQRコード
からアクセスする

市LINE公式アカウント
からアクセスする

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
本
市

へ
の
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
等
の

視
点
か
ら
、
市
内
12
地
区
を

順
番
に
紹
介
し
ま
す
。

移
住
へ
の
思
い
変
わ
ら
ず

「
い
ず
れ
は
自
然
の
中
で
暮
ら
し
た

い
」
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。
綾

部
市
を
知
っ
た
き
っ
か
け
は
、
移
住
立

国
あ
や
べ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
。
物
件
数

の
多
さ
が
魅
力
的
で
し
た
。
物
件
探
し

に
２
年
か
か
り
ま
し
た
が
、
移
住
へ
の

熱
い
思
い
は
変
わ
ら
ず
。
そ
し
て
、
よ

う
や
く
巡
り
合
っ
た
今
の
住
ま
い
に
ほ

れ
込
み
、
一
昨
年
の
３
月
に
大
阪
か
ら

移
住
し
ま
し
た
。

住
民
企
画
の
イ
ベ
ン
ト
が
魅
力

志
賀
郷
地
区
の
一
番
の
お
す
す
め
は

志
賀
郷
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
。
今
年
実
行
委

員
と
し
て
参
加
し
、
会
場
の
舞
台
や
屋

根
を
手
作
り
す
る
こ
と
に
驚
き
ま
し

た
。
ま
た
、
別
日
に
打
ち
上
げ
ら
れ
る
花

火
は
、
山
に
音
が
反
響
し
て
大
迫
力
。
有

志
が
集
ま
り
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
運
営
し
ま

す
。
志
賀
郷
地
区
は
移
住
者
も
多
く
、

活
力
に
満
ち
た
ま
ち
だ
と
感
じ
ま
す
。

「
つ
た
え
隊
」
で
移
住
の
手
助
け
を

近
く
に
人
工
巣
塔
が
あ
り
、
コ
ウ
ノ

ト
リ
が
家
の
真
上
を
横
切
り
ま
す
。
羽

を
広
げ
た
姿
が
美
し
い
で
す
。
心
引
か

れ
る
場
所
は
向
田
観
音
堂
。
夏
の
祭
礼

で
は
、
夜
に
と
も
る
明
か
り
が
幻
想
的

で
、昼
間
と
は
違
う
趣
を
感
じ
ま
し
た
。

最
近
「
こ
こ
ら
へ
ん
の
こ
と
つ
た
え
隊
」

に
登
録
。
ゆ
く
ゆ
く
は
農
家
民
宿
を
営

み
な
が
ら
こ
う
し
た
地
域
の
魅
力
を
伝

え
た
い
。
そ
し
て
移
住
を
考
え
る
人
の

手
助
け
に
な
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

志
賀
郷
地
区

「春は観音堂のサクラがきれいです。季節ごと
に異なる表情を楽しめます」と今久保さん

今久保達次さん・のぞみさん
（向田町）
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つながろう

手話
で

協力：京都府聴覚障害者協会綾部支部

　こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

に
関
す
る
情
報
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ

　
　ワ
ク
チ
ン

教えて！
乳
幼
児
へ
の
接
種
が
始
ま
り
ま
す

　市
は
、
生
後
６
カ
月
〜
４
歳
以
下
の

市
民
へ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
実
施
し
ま
す
。
接
種
方
法
や
日
程
等

は
左
表
の
と
お
り
で
す
。
費
用
は
無
料
。

接
種
に
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
。

接
種
回
数
は
３
回
。
１
回
目
の
接
種
で

乳
幼
児
用
の
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
人

は
、
２
・
３
回
目
接
種
ま
で
に
５
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
て
も
、
１
回
目
と
同
じ

乳
幼
児
用
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
ま
す
。

今月の手話

今日

両手の手のひらを下にして、
軽く押さえるように２回下ろ
す

顔の横で人差し指を後ろへ
動かす（後方→過去をさす
指を１本立てる→１日過去
の意）

人差し指を立て、前方へ出
しながら回転させる（前方
→未来をさす　指を１本立
てる→１日未来の意）

昨日 明日

※実施時間等、詳細については、市ホームページ等をご確認ください。
※10月末時点で、国が定める新型コロナワクチン接種の実施期間は今年度末までです。
　接種を希望する人は、来年１月10日までに１回目接種を終了するよう早めの予約を
　お願いします。

接種日程表

会　場

京都協立病院

綾部市立病院

京都協立病院

日　程
２回目接種１回目接種

11月29日(火)①

②

③

12月17日(土)

１月10日(火)
令和５年

12月20日(火)

１月７日(土)

１月31日(火)

２月14日(火)

３月４日(土)

３月28日(火)

３回目接種

障
害
の
捉
え
方
を
考
え
る

　市
教
育
委
員
会
は
10
月
14
日
、
中
央

公
民
館
で
第
３
回
人
権
を
考
え
る
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　松
波
さ
ん
は
、
障
害
の
捉
え
方
に
つ

い
て
車
椅
子
を
利
用
す
る
人
を
例
に
挙

げ
「
階
段
な
ど
立
っ
て
歩
い
て
移
動
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
状
況
で『
障
害
』

に
ぶ
つ
か
る
。
心
身
の
制
約
が
障
害
で

は
な
く
、
階
段
し
か
な
い
施
設
を
造
っ

た
社
会
の
あ
り
方
が
障
害
を
つ
く
っ
て

い
る
」
と
言
及
。
続
け
て
「
こ
の
段
差

が
社
会
の
バ
リ
ア
（
障
壁
）
と
な
り
、
障

害
の
あ
る
人
の
機
会
や
自
由
を
制
限
し

て
き
た
。
バ
リ
ア
を
な
く
す
の
は
社
会

全
体
の
責
任
」
と
捉
え
る
「
障
害
の
社

会
モ
デ
ル
」
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

誰
も
取
り
残
さ
れ
な
い
社
会
に

　「障
害
の
社
会
モ
デ
ル
は
、
他
の
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
（
性
的
少
数
者
や
外
国
人

な
ど
）
の
人
権
を
考
え
る
上
で
も
ヒ
ン

ト
に
な
る
」と
松
波
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

最
後
に
コ
ロ
ナ
禍
で
感
じ
た
こ
と
を
交

え
「
自
由
に
移
動
し
、
人
に
会
う
こ
と

が
人
間
に
と
っ
て
い
か
に
大
切
な
権
利

か
を
実
感
し
た
。
こ
の
権
利
を
制
限
さ

れ
て
き
た
の
が
障
害
の
あ
る
人
た
ち
。

社
会
に
は
多
様
な
人
が
い
る
。
さ
ま
ざ

ま
な
バ
リ
ア
を
具
体
的
に
知
り
、
普
段

か
ら
気
付
い
て
『
ど
う
し
た
ら
バ
リ
ア

を
取
り
除
け
る
の
か
』
を
考
え
る
人
が

増
え
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

人
権
を
考
え
る
セ
ミ

ナ
ー
の
内
容
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

⑦
第
３
回
人
権
を
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー

シ
リ
ー
ズ
　人
権
を
考
え
る

「
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
考
え
る

　
　
　『誰
も
取
り
残
さ
れ
な
い
社
会
』
と
は
？
」

龍
谷
大
学
等
非
常
勤
講
師
　松
波
め
ぐ
み
さ
ん

あやべっ子
もぐもぐ
通信

　市内の全小・中学校の給食
は、各学校で給食調理員が心
を込めて作る自校調理方式。
地域の農産物の使用や工夫を
凝らした献立などで、安全・
安心でおいしい給食を作って
います。

※写真は東八田小学校。各学校の実情に応じてメニューをアレンジしています。

美味しく華やか！

「サケのちらし寿
司」 野菜たっぷり！

「沢煮椀」

目の健康に良
い

「ブルーベリ
ータルト」

10月7日(金)
　この日は、10月10日の「目の愛護デー」にちなん
で、目の健康に良いと言われる食材を使ったちらし寿
司と沢煮椀、タルトでした。サケの色素成分やブルー
ベリーに含まれるアントシアニン、ビタミン類をバラ
ンスよく取ることが目の健康につながります。

令和５年 令和５年

令和５年 令和５年

令和５年

予約・問い合わせ先
〇WEB予約（24時間） 〇電話予約

綾部市新型コロナワクチン接種コールセンター
電話（42）0020　ファクス（42）5488
受付時間：午前８時45分～午後５時15分
　　　　 （土・日曜日、祝日を除く）

※医療機関では予約できません。医療機関への
　問い合わせはご遠慮ください。

電話での申し込みが難しい人は「乳幼児用新
型コロナワクチン接種申込み」と記載し▽手
話通訳希望の有無▽氏名▽生年月日▽住所▽
接種券番号▽連絡先ファクス番号▽希望日程
―を記載しファクスで連絡してください。

予約システムにQRコード
からアクセスする

市LINE公式アカウント
からアクセスする

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
本
市

へ
の
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
等
の

視
点
か
ら
、
市
内
12
地
区
を

順
番
に
紹
介
し
ま
す
。

移
住
へ
の
思
い
変
わ
ら
ず

「
い
ず
れ
は
自
然
の
中
で
暮
ら
し
た

い
」
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。
綾

部
市
を
知
っ
た
き
っ
か
け
は
、
移
住
立

国
あ
や
べ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
。
物
件
数

の
多
さ
が
魅
力
的
で
し
た
。
物
件
探
し

に
２
年
か
か
り
ま
し
た
が
、
移
住
へ
の

熱
い
思
い
は
変
わ
ら
ず
。
そ
し
て
、
よ

う
や
く
巡
り
合
っ
た
今
の
住
ま
い
に
ほ

れ
込
み
、
一
昨
年
の
３
月
に
大
阪
か
ら

移
住
し
ま
し
た
。

住
民
企
画
の
イ
ベ
ン
ト
が
魅
力

志
賀
郷
地
区
の
一
番
の
お
す
す
め
は

志
賀
郷
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
。
今
年
実
行
委

員
と
し
て
参
加
し
、
会
場
の
舞
台
や
屋

根
を
手
作
り
す
る
こ
と
に
驚
き
ま
し

た
。
ま
た
、
別
日
に
打
ち
上
げ
ら
れ
る
花

火
は
、
山
に
音
が
反
響
し
て
大
迫
力
。
有

志
が
集
ま
り
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
運
営
し
ま

す
。
志
賀
郷
地
区
は
移
住
者
も
多
く
、

活
力
に
満
ち
た
ま
ち
だ
と
感
じ
ま
す
。

「
つ
た
え
隊
」
で
移
住
の
手
助
け
を

近
く
に
人
工
巣
塔
が
あ
り
、
コ
ウ
ノ

ト
リ
が
家
の
真
上
を
横
切
り
ま
す
。
羽

を
広
げ
た
姿
が
美
し
い
で
す
。
心
引
か

れ
る
場
所
は
向
田
観
音
堂
。
夏
の
祭
礼

で
は
、
夜
に
と
も
る
明
か
り
が
幻
想
的

で
、昼
間
と
は
違
う
趣
を
感
じ
ま
し
た
。

最
近
「
こ
こ
ら
へ
ん
の
こ
と
つ
た
え
隊
」

に
登
録
。
ゆ
く
ゆ
く
は
農
家
民
宿
を
営

み
な
が
ら
こ
う
し
た
地
域
の
魅
力
を
伝

え
た
い
。
そ
し
て
移
住
を
考
え
る
人
の

手
助
け
に
な
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

志
賀
郷
地
区

「春は観音堂のサクラがきれいです。季節ごと
に異なる表情を楽しめます」と今久保さん

今久保達次さん・のぞみさん
（向田町）



介護予防から終末期までの
ライフサポートが、
私たちの仕事です。

LINEで相談！福祉の仕事のいろはのい
松寿苑「福祉のお仕事」相談窓口
ラインID　ayabeshojuen採用に関する情報をまとめた

ホームページをチェック！
https://ayabe-shojuen.com TEL080-8346-8052

月
11
日
か
ら
25
日
ま
で
の
間
に
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://ayabe-pre

m
ium
.jp/

）
か
チ
ラ
シ
（
市
内

郵
便
局
と
市
役
所
、Ｉ・Ｔ
ビ
ル
の

窓
口
で
配
布
）の
往
復
は
が
き
で
。

そ
の
他
／
申
込
多
数
の
場
合
は
抽

選
。
当
選
者
に
は
12
月
９
日
頃
に

引
換
券
を
発
送
し
ま
す
。
使
用
期

間
や
販
売
場
所
、
取
扱
店
等
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
同
商
品
券
事
務
局

　☎
０
７
７
３（
52
）９
９
４
３

家
屋
の
新
築
・
増
築
・
滅
失
、

土
地
の
用
途
変
更
は
連
絡
を

　市
は
、
現
地
調
査
な
ど
で
固
定

資
産
税
の
課
税
対
象
と
な
る
家
屋

や
土
地
の
現
況
を
確
認
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
未
登
記
物
件
な
ど

把
握
が
難
し
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。
家
屋
の
新
築
・
増
築
・
取
り

壊
し
や
土
地
の
用
途
変
更
は
、
税

務
課
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
４
４

除
雪
に
ご
協
力
を

　本
格
的
な
雪
の
季
節
に
備
え
、

国
や
府
、
市
は
本
年
度
も
除
雪
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
除
雪
の
妨
げ

と
な
る
路
上
駐
車
や
除
雪
に
よ
り

令
和
５
年
綾
部
市
二
十
歳
の
集
い

　市
は
、
本
年
度
に
20
歳
の
節
目

を
迎
え
る
人
を
対
象
に
「
令
和
５

年
綾
部
市
二
十
歳
の
集
い
」
を
開

催
し
ま
す
。
対
象
者
に
は
11
月
中

旬
に
案
内
を
送
り
ま
す
。
来
場
の

際
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
防
止
対
策
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
／
令
和
５
年
１
月
８
日（
日
）

午
後
１
時
〜
２
時
。
受
け
付
け
は

正
午
〜
。
場
所
／
中
丹
文
化
会
館

（
里
町
）。
対
象
／
平
成
14
年
４
月

２
日
〜
平
成
15
年
４
月
１
日
に
生

ま
れ
た
人
。
内
容
／
市
長
式
辞
、

来
賓
祝
辞
、
二
十
歳
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
ほ
か
。

問
社
会
教
育
課
☎（
42
）４
３
２
６

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
発
行

　市
と
綾
部
商
工
会
議
所
は
、
市

内
の
取
扱
店
で
使
用
で
き
る
商
品

券
を
発
行
し
ま
す
。
購
入
に
は
事

前
申
込
が
必
要
で
す
。

購
入
対
象
・
上
限
／
個
人
（
１
人

３
セ
ッ
ト
ま
で
）
ま
た
は
市
内
に

事
業
所
を
有
す
る
法
人
（
１
社
10

セ
ッ
ト
ま
で
）。
販
売
額
／
１
セ

ッ
ト
１
万
３
千
円
分
の
商
品
券
を

１
万
円
で
販
売
。
事
前
申
込
／
11

問
環
境
保
全
課

　☎（
42
）１
４
８
９

　F（
43
）２
８
４
０

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価

格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金

　電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
の
価

格
高
騰
に
よ
る
負
担
増
を
踏
ま

え
、
特
に
家
計
へ
の
影
響
が
大
き

い
住
民
税
非
課
税
世
帯
や
家
計
が

急
変
し
た
世
帯
を
支
援
す
る
た
め

の
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
／
①
＝
令
和
４
年
度
分
の
住

民
税
（
均
等
割
）
が
非
課
税
の
世

帯
。
②
＝
予
期
せ
ず
家
計
が
急
変

し
た
こ
と
で
令
和
４
年
１
月
か
ら

12
月
ま
で
の
収
入
が
減
少
し
、
世

帯
全
員
が
令
和
４
年
度
分
が
住
民

税
非
課
税
相
当
と
な
っ
た
世
帯
。

支
給
額
／
１
世
帯
あ
た
り
５
万

円
。
申
請
期
限
／
令
和
５
年
２
月

28
日（
火
）。
そ
の
他
／
①
＝「
確

認
書
」
が
届
き
ま
す
。
た
だ
し
、

世
帯
の
中
に
、
令
和
４
年
１
月
２

日
以
降
に
転
入
し
た
人
が
い
る
世

帯
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。
②
＝

申
請
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、

社
会
福
祉
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
同
課

　☎（
42
）４
２
５
０

破
損
の
恐
れ
の
あ
る
物
は
、
事
前

に
移
動
を
お
願
い
し
ま
す
。ま
た
、

路
上
に
垂
れ
下
が
る
竹
木
は
、
所

有
者
で
伐
採
や
枝
払
い
を
し
て
く

だ
さ
い
。
消
防
施
設
付
近
の
除
雪

は
、
早
め
に
地
域
で
お
願
い
し
ま

す
。
円
滑
に
進
む
よ
う
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

問
建
設
課

　☎（
42
）４
２
８
０

日
ご
ろ
の
悩
み
な
ど
を
相
談

し
ま
せ
ん
か

　綾
部
市
精
神
保
健
家
族
会
は

「
こ
こ
ろ
の
健
康
に
関
す
る
家
族

相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
同
じ

立
場
の
家
族
や
京
都
府
こ
こ
ろ
の

健
康
推
進
員
が
、
精
神
障
害
者
の

い
る
家
族
が
持
つ
日
ご
ろ
の
悩
み

な
ど
の
相
談
に
乗
り
ま
す
。

日
時
／
12
月
19
日（
月
）午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分
。
場
所
／
あ
や

べ
・
日
東
精
工
ア
リ
ー
ナ
第
１
会

議
室
（
市
民
セ
ン
タ
ー
、
西
町
三

丁
目
）。
主
催
／
綾
部
市
精
神
保

健
家
族
会
。
対
象
／
綾
部
市
在
住

の
人
。

問
同
会
会
長
　上
原
光

　☎（
49
）０
１
５
５

　障
害
者
支
援
課

　☎（
42
）４
３
１
８

に
よ
る
ス
ト
レ
ス―

な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
が
起
こ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
状
況
を
知
り
、
１
人
ひ

と
り
が
被
害
者
の
痛
み
に
つ
い
て

考
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
被
害

者
が
再
び
平
穏
な
生
活
に
戻
れ
る

よ
う
、
皆
さ
ん
の
理
解
を
お
願
い

し
ま
す
。

　犯
罪
被
害
者
の
精
神
的
・
経
済

的
な
負
担
軽
減
の
た
め
、
公
費
負

担
制
度
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
綾
部
警

察
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

相
談
窓
口
／
京
都
犯
罪
被
害
者
支

援
セ
ン
タ
ー
☎
０
１
２
０（
60
）７

８
３
０
、
京
都
犯
罪
被
害
者
支
援

セ
ン
タ
ー
ほ
く
ぶ
相
談
室
☎
０
１

２
０（
７
８
３
）９
７
４
、
性
犯
罪

相
談
ダ
イ
ヤ
ル
「
ハ
ー
ト
さ
ん
」

☎
０
１
２
０（
８
１
０
３
）３
９
・

＃
８
１
０
３
、
京
都
性
暴
力
被
害

者
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
（
京
都
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ａ
）☎
０
７

５（
２
２
２
）７
７
１
１
。

問
同
警
察
署
☎（
43
）０
１
１
０

被
疑
者
検
挙
に
ご
協
力
を

11
月
は
指
名
手
配
被
疑
者
捜

査
強
化
月
間
で
す
。
本
年
８
月
末

現
在
、
全
国
の
警
察
か
ら
指
名
手

配
さ
れ
て
い
る
被
疑
者
は
約
５
３

障
害
者
作
品
展
に
ご
来
場
く
だ
さ
い

　市
は
「
障
害
者
週
間
（
12
月
３

〜
９
日
）」
に
ち
な
ん
で
、
の
ぞ
み

作
品
展
を
開
催
。
書
道
や
絵
手
紙
、

陶
芸
、
ク
ラ
フ
ト
、
ち
ぎ
り
絵
、

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、
折
り
紙
、
俳
句

な
ど
、
市
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ

ー
の
ぞ
み
の
講
座
に
通
う
受
講
生

の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
多
数
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

日
時
／
12
月
３
日（
土
）〜
７
日

（
水
）午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
。

３
日（
土
）、
４
日（
日
）は
午
前
10

時
〜
午
後
４
時
。
場
所
／
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）。

問
障
害
者
支
援
課

　☎（
42
）４
３
１
８

犯
罪
被
害
者
週
間

　11
月
25
日
〜
12
月
１
日
は
「
犯

罪
被
害
者
週
間
」
で
す
。
社
会
全

体
で
被
害
者
や
そ
の
家
族
を
支
え

ま
し
ょ
う
。

　被
害
者
や
そ
の
家
族
に
は
、
被

害
に
遭
っ
た
こ
と
に
よ
る
▽
精
神

的
シ
ョ
ッ
ク
や
身
体
の
不
調
▽
通

院
・
医
療
費
な
ど
の
経
済
的
負
担

▽
捜
査
や
裁
判
の
過
程
に
お
け
る

精
神
的
・
時
間
的
負
担
▽
周
囲
の

心
な
い
言
葉
や
マ
ス
コ
ミ
の
取
材

市役所☎（42）3280 F（42）4406  保健推進課F（42）5488

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
等

　市
は
、
12
月
29
日（
木
）と
30
日

（
金
）の
２
日
間
「
燃
や
し
て
処
理

す
る
ご
み
」
の
特
別
収
集
を
行
い

ま
す
。
収
集
日
の
午
前
８
時
ま
で

に
市
指
定
の
ご
み
袋
に
入
れ
て
、

所
定
の
集
積
所
に
出
し
て
く
だ
さ

い
。
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
直
接

ご
み
を
持
ち
込
む
場
合
は
、
30
日

ま
で
受
け
付
け
ま
す
。
粗
大
ご
み

は
有
料
で
す
。
時
間
は
、
午
前
９

時
か
ら
正
午
ま
で
と
午
後
１
時
か

ら
４
時
ま
で
。
30
日
は
午
後
３
時

ま
で
で
す
。

　年
始
は
、
１
月
４
日（
水
）か
ら

ご
み
収
集
を
行
い
ま
す
。「
燃
や

し
て
処
理
す
る
ご
み
」
の
収
集
日

に
あ
た
っ
て
い
る
地
域
は
、
集
積

所
に
ほ
か
の
ご
み
が
混
在
し
な
い

よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

29
日
の
収
集
地
区
／
綾
部
（
月
・

木
曜
日
の
収
集
地
域
）、
豊
里
、

物
部
、
志
賀
郷
、
吉
美
、
山
家
、

口
上
林
、
中
上
林
、
奥
上
林
、
七

百
石
（
大
谷
）。
30
日
の
収
集
地

区
／
綾
部
（
火
・
金
曜
日
の
収

集
地
域
）、
中
筋
、
西
八
田
、
東

八
田
。

【記事の見方】　☎＝電話　F＝ファクス

1213

お間違えなく  市立病院☎（43）0123

０
人
に
上
り
ま
す
。
警
察
で
は
、

11
月
中
に
全
国
警
察
の
総
力
を
挙

げ
て
、
指
名
手
配
被
疑
者
の
早
期

検
挙
に
取
り
組
み
ま
す
。
１
日
も

早
く
指
名
手
配
被
疑
者
を
検
挙
す

る
た
め
に
は
、
警
察
に
よ
る
日
ご

ろ
の
捜
査
活
動
に
加
え
て
、
皆
さ

ん
に
よ
る
情
報
提
供
な
ど
の
協
力

が
不
可
欠
で
す
。

「
こ
の
人
に
よ
く
似
て
い
る
。

も
し
か
し
た
ら…

」と
思
っ
た
ら
、

迷
わ
ず
１
１
０
番
か
綾
部
警
察
署

に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

問
同
警
察
署
☎（
43
）０
１
１
０

11
月
１
日
現
在
の
綾
部
市
の
推

計
人
口
は
３
０
９
６
０
人
（
男
１

４
８
５
５
、
女
１
６
１
０
５
）
。

世
帯
数
は
１
３
７
６
７
世
帯
で
す
。

同
日
現
在
の
火
災
発
生
件
数
は

８
件
（
建
物
４
件
）
で
す
。

10
月
の
燃
や
し
て
処
理
す
る

ご
み
は
４
１
０
㌧
（
前
年
比
０
・

８
㌫
増
）、
燃
や
さ
な
い
で
処
理

す
る
ご
み
は
83
㌧
（
同
10
・
３
㌫

増
）
で
し
た
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
を
考
慮
し
、
行
事
が
中
止
・
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

人
口
・
火
災

家
庭
ご
み
の
処
理
量

Inform
ation

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

介護予防から終末期までの
ライフサポートが、
私たちの仕事です。

LINEで相談！福祉の仕事のいろはのい
松寿苑「福祉のお仕事」相談窓口
ラインID　ayabeshojuen採用に関する情報をまとめた

ホームページをチェック！
https://ayabe-shojuen.com TEL080-8346-8052

月
11
日
か
ら
25
日
ま
で
の
間
に
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://ayabe-pre

m
ium
.jp/

）
か
チ
ラ
シ
（
市
内

郵
便
局
と
市
役
所
、Ｉ・Ｔ
ビ
ル
の

窓
口
で
配
布
）の
往
復
は
が
き
で
。

そ
の
他
／
申
込
多
数
の
場
合
は
抽

選
。
当
選
者
に
は
12
月
９
日
頃
に

引
換
券
を
発
送
し
ま
す
。
使
用
期

間
や
販
売
場
所
、
取
扱
店
等
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
同
商
品
券
事
務
局

　☎
０
７
７
３（
52
）９
９
４
３

家
屋
の
新
築
・
増
築
・
滅
失
、

土
地
の
用
途
変
更
は
連
絡
を

　市
は
、
現
地
調
査
な
ど
で
固
定

資
産
税
の
課
税
対
象
と
な
る
家
屋

や
土
地
の
現
況
を
確
認
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
未
登
記
物
件
な
ど

把
握
が
難
し
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。
家
屋
の
新
築
・
増
築
・
取
り

壊
し
や
土
地
の
用
途
変
更
は
、
税

務
課
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
４
４

除
雪
に
ご
協
力
を

　本
格
的
な
雪
の
季
節
に
備
え
、

国
や
府
、
市
は
本
年
度
も
除
雪
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
除
雪
の
妨
げ

と
な
る
路
上
駐
車
や
除
雪
に
よ
り

令
和
５
年
綾
部
市
二
十
歳
の
集
い

　市
は
、
本
年
度
に
20
歳
の
節
目

を
迎
え
る
人
を
対
象
に
「
令
和
５

年
綾
部
市
二
十
歳
の
集
い
」
を
開

催
し
ま
す
。
対
象
者
に
は
11
月
中

旬
に
案
内
を
送
り
ま
す
。
来
場
の

際
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
防
止
対
策
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
／
令
和
５
年
１
月
８
日（
日
）

午
後
１
時
〜
２
時
。
受
け
付
け
は

正
午
〜
。
場
所
／
中
丹
文
化
会
館

（
里
町
）。
対
象
／
平
成
14
年
４
月

２
日
〜
平
成
15
年
４
月
１
日
に
生

ま
れ
た
人
。
内
容
／
市
長
式
辞
、

来
賓
祝
辞
、
二
十
歳
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
ほ
か
。

問
社
会
教
育
課
☎（
42
）４
３
２
６

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
発
行

　市
と
綾
部
商
工
会
議
所
は
、
市

内
の
取
扱
店
で
使
用
で
き
る
商
品

券
を
発
行
し
ま
す
。
購
入
に
は
事

前
申
込
が
必
要
で
す
。

購
入
対
象
・
上
限
／
個
人
（
１
人

３
セ
ッ
ト
ま
で
）
ま
た
は
市
内
に

事
業
所
を
有
す
る
法
人
（
１
社
10

セ
ッ
ト
ま
で
）。
販
売
額
／
１
セ

ッ
ト
１
万
３
千
円
分
の
商
品
券
を

１
万
円
で
販
売
。
事
前
申
込
／
11

問
環
境
保
全
課

　☎（
42
）１
４
８
９

　F（
43
）２
８
４
０

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価

格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金

　電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
の
価

格
高
騰
に
よ
る
負
担
増
を
踏
ま

え
、
特
に
家
計
へ
の
影
響
が
大
き

い
住
民
税
非
課
税
世
帯
や
家
計
が

急
変
し
た
世
帯
を
支
援
す
る
た
め

の
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
／
①
＝
令
和
４
年
度
分
の
住

民
税
（
均
等
割
）
が
非
課
税
の
世

帯
。
②
＝
予
期
せ
ず
家
計
が
急
変

し
た
こ
と
で
令
和
４
年
１
月
か
ら

12
月
ま
で
の
収
入
が
減
少
し
、
世

帯
全
員
が
令
和
４
年
度
分
が
住
民

税
非
課
税
相
当
と
な
っ
た
世
帯
。

支
給
額
／
１
世
帯
あ
た
り
５
万

円
。
申
請
期
限
／
令
和
５
年
２
月

28
日（
火
）。
そ
の
他
／
①
＝「
確

認
書
」
が
届
き
ま
す
。
た
だ
し
、

世
帯
の
中
に
、
令
和
４
年
１
月
２

日
以
降
に
転
入
し
た
人
が
い
る
世

帯
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。
②
＝

申
請
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、

社
会
福
祉
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
同
課

　☎（
42
）４
２
５
０

破
損
の
恐
れ
の
あ
る
物
は
、
事
前

に
移
動
を
お
願
い
し
ま
す
。ま
た
、

路
上
に
垂
れ
下
が
る
竹
木
は
、
所

有
者
で
伐
採
や
枝
払
い
を
し
て
く

だ
さ
い
。
消
防
施
設
付
近
の
除
雪

は
、
早
め
に
地
域
で
お
願
い
し
ま

す
。
円
滑
に
進
む
よ
う
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

問
建
設
課

　☎（
42
）４
２
８
０

日
ご
ろ
の
悩
み
な
ど
を
相
談

し
ま
せ
ん
か

　綾
部
市
精
神
保
健
家
族
会
は

「
こ
こ
ろ
の
健
康
に
関
す
る
家
族

相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
同
じ

立
場
の
家
族
や
京
都
府
こ
こ
ろ
の

健
康
推
進
員
が
、
精
神
障
害
者
の

い
る
家
族
が
持
つ
日
ご
ろ
の
悩
み

な
ど
の
相
談
に
乗
り
ま
す
。

日
時
／
12
月
19
日（
月
）午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分
。
場
所
／
あ
や

べ
・
日
東
精
工
ア
リ
ー
ナ
第
１
会

議
室
（
市
民
セ
ン
タ
ー
、
西
町
三

丁
目
）。
主
催
／
綾
部
市
精
神
保

健
家
族
会
。
対
象
／
綾
部
市
在
住

の
人
。

問
同
会
会
長
　上
原
光

　☎（
49
）０
１
５
５

　障
害
者
支
援
課

　☎（
42
）４
３
１
８

に
よ
る
ス
ト
レ
ス―

な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
が
起
こ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
状
況
を
知
り
、
１
人
ひ

と
り
が
被
害
者
の
痛
み
に
つ
い
て

考
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
被
害

者
が
再
び
平
穏
な
生
活
に
戻
れ
る

よ
う
、
皆
さ
ん
の
理
解
を
お
願
い

し
ま
す
。

　犯
罪
被
害
者
の
精
神
的
・
経
済

的
な
負
担
軽
減
の
た
め
、
公
費
負

担
制
度
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
綾
部
警

察
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

相
談
窓
口
／
京
都
犯
罪
被
害
者
支

援
セ
ン
タ
ー
☎
０
１
２
０（
60
）７

８
３
０
、
京
都
犯
罪
被
害
者
支
援

セ
ン
タ
ー
ほ
く
ぶ
相
談
室
☎
０
１

２
０（
７
８
３
）９
７
４
、
性
犯
罪

相
談
ダ
イ
ヤ
ル
「
ハ
ー
ト
さ
ん
」

☎
０
１
２
０（
８
１
０
３
）３
９
・

＃
８
１
０
３
、
京
都
性
暴
力
被
害

者
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
（
京
都
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ａ
）☎
０
７

５（
２
２
２
）７
７
１
１
。

問
同
警
察
署
☎（
43
）０
１
１
０

被
疑
者
検
挙
に
ご
協
力
を

11
月
は
指
名
手
配
被
疑
者
捜

査
強
化
月
間
で
す
。
本
年
８
月
末

現
在
、
全
国
の
警
察
か
ら
指
名
手

配
さ
れ
て
い
る
被
疑
者
は
約
５
３

障
害
者
作
品
展
に
ご
来
場
く
だ
さ
い

　市
は
「
障
害
者
週
間
（
12
月
３

〜
９
日
）」
に
ち
な
ん
で
、
の
ぞ
み

作
品
展
を
開
催
。
書
道
や
絵
手
紙
、

陶
芸
、
ク
ラ
フ
ト
、
ち
ぎ
り
絵
、

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、
折
り
紙
、
俳
句

な
ど
、
市
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ

ー
の
ぞ
み
の
講
座
に
通
う
受
講
生

の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
多
数
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

日
時
／
12
月
３
日（
土
）〜
７
日

（
水
）午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
。

３
日（
土
）、
４
日（
日
）は
午
前
10

時
〜
午
後
４
時
。
場
所
／
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）。

問
障
害
者
支
援
課

　☎（
42
）４
３
１
８

犯
罪
被
害
者
週
間

　11
月
25
日
〜
12
月
１
日
は
「
犯

罪
被
害
者
週
間
」
で
す
。
社
会
全

体
で
被
害
者
や
そ
の
家
族
を
支
え

ま
し
ょ
う
。

　被
害
者
や
そ
の
家
族
に
は
、
被

害
に
遭
っ
た
こ
と
に
よ
る
▽
精
神

的
シ
ョ
ッ
ク
や
身
体
の
不
調
▽
通

院
・
医
療
費
な
ど
の
経
済
的
負
担

▽
捜
査
や
裁
判
の
過
程
に
お
け
る

精
神
的
・
時
間
的
負
担
▽
周
囲
の

心
な
い
言
葉
や
マ
ス
コ
ミ
の
取
材

市役所☎（42）3280 F（42）4406  保健推進課F（42）5488

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
等

　市
は
、
12
月
29
日（
木
）と
30
日

（
金
）の
２
日
間
「
燃
や
し
て
処
理

す
る
ご
み
」
の
特
別
収
集
を
行
い

ま
す
。
収
集
日
の
午
前
８
時
ま
で

に
市
指
定
の
ご
み
袋
に
入
れ
て
、

所
定
の
集
積
所
に
出
し
て
く
だ
さ

い
。
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
直
接

ご
み
を
持
ち
込
む
場
合
は
、
30
日

ま
で
受
け
付
け
ま
す
。
粗
大
ご
み

は
有
料
で
す
。
時
間
は
、
午
前
９

時
か
ら
正
午
ま
で
と
午
後
１
時
か

ら
４
時
ま
で
。
30
日
は
午
後
３
時

ま
で
で
す
。

　年
始
は
、
１
月
４
日（
水
）か
ら

ご
み
収
集
を
行
い
ま
す
。「
燃
や

し
て
処
理
す
る
ご
み
」
の
収
集
日

に
あ
た
っ
て
い
る
地
域
は
、
集
積

所
に
ほ
か
の
ご
み
が
混
在
し
な
い

よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

29
日
の
収
集
地
区
／
綾
部
（
月
・

木
曜
日
の
収
集
地
域
）、
豊
里
、

物
部
、
志
賀
郷
、
吉
美
、
山
家
、

口
上
林
、
中
上
林
、
奥
上
林
、
七

百
石
（
大
谷
）。
30
日
の
収
集
地

区
／
綾
部
（
火
・
金
曜
日
の
収

集
地
域
）、
中
筋
、
西
八
田
、
東

八
田
。

【記事の見方】　☎＝電話　F＝ファクス

1213

お間違えなく  市立病院☎（43）0123

０
人
に
上
り
ま
す
。
警
察
で
は
、

11
月
中
に
全
国
警
察
の
総
力
を
挙

げ
て
、
指
名
手
配
被
疑
者
の
早
期

検
挙
に
取
り
組
み
ま
す
。
１
日
も

早
く
指
名
手
配
被
疑
者
を
検
挙
す

る
た
め
に
は
、
警
察
に
よ
る
日
ご

ろ
の
捜
査
活
動
に
加
え
て
、
皆
さ

ん
に
よ
る
情
報
提
供
な
ど
の
協
力

が
不
可
欠
で
す
。

「
こ
の
人
に
よ
く
似
て
い
る
。

も
し
か
し
た
ら…

」と
思
っ
た
ら
、

迷
わ
ず
１
１
０
番
か
綾
部
警
察
署

に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

問
同
警
察
署
☎（
43
）０
１
１
０

11
月
１
日
現
在
の
綾
部
市
の
推

計
人
口
は
３
０
９
６
０
人
（
男
１

４
８
５
５
、
女
１
６
１
０
５
）
。

世
帯
数
は
１
３
７
６
７
世
帯
で
す
。

同
日
現
在
の
火
災
発
生
件
数
は

８
件
（
建
物
４
件
）
で
す
。

10
月
の
燃
や
し
て
処
理
す
る

ご
み
は
４
１
０
㌧
（
前
年
比
０
・

８
㌫
増
）、
燃
や
さ
な
い
で
処
理

す
る
ご
み
は
83
㌧
（
同
10
・
３
㌫

増
）
で
し
た
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
を
考
慮
し
、
行
事
が
中
止
・
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

人
口
・
火
災

家
庭
ご
み
の
処
理
量

Inform
ation

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン



離
乳
食
講
座

■日 

12
月
２
日（
金
）

■時 

離
乳
食
初
期
＝
９
時
30
分
〜
10

時
30
分
、
中
・
後
期
＝
10
時
45
分

〜
11
時
45
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

生
後
５
〜
11
カ
月
ご
ろ
の
乳
児
の

保
護
者
対
象
。
定
員
は
離
乳
食
初

期
12
人
、
中
・
後
期
16
人

■申
■問 

保
健
推
進
課

　☎（
42
）０
１
１
１

ぷ
く
ぷ
く
ひ
ろ
ば

■日 

12
月
11
日（
日
）

■時 

午
前
（
個
別
に
案
内
し
ま
す
）

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

妊
婦
、
生
後
６
カ
月
ま
で
の
子
ど

も
と
産
婦
、
そ
の
家
族
対
象
。
持

ち
物
は
母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ

オ
ル

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
ティ
ア
勉
強
会

■日 

12
月
13
日（
火
）■時 

14
時
〜
16
時

■場 

図
書
館
（
新
宮
町
）

■問 

図
書
館
☎（
42
）６
９
８
０

　F（
42
）４
５
７
０

元
気
は
つ
ら
つ
教
室

■日 

12
月
16
日（
金
） 

■時 

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

65
歳
以
上
対
象
。
定
員
30
人
。
内

容
は
「
心
も
体
も
元
気
に
な
る
ミ

ュ
ー
ジ
ッ
ク
ケ
ア
（
音
楽
療
法
）」。

持
ち
物
は
タ
オ
ル
、
飲
み
物

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

親
子
ク
ッ
キ
ン
グ

■日 
12
月
18
日（
日
） 

■時 
９
時
30
分
〜
13
時
30
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

５
歳
〜
小
学
６
年
生
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者
対
象
。
定
員
５
組
。

参
加
費
４
０
０
円

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

そ
う
や
な
あ
談
義

■日 

12
月
27
日（
火
）■時 

13
時
〜
15
時

■場 

社
会
福
祉
協
議
会
（
川
糸
町
）

※

参
加
費
１
０
０
円

■問 

同
協
議
会

　☎（
43
）２
８
８
１
F（
43
）２
８
８
２

市
民
葉
ぼ
た
ん
展

■日 

12
月
９
日（
金
）〜
11
日（
日
）

■時 

９
時
〜
17
時

■場 

あ
や
べ
グ
ン
ゼ
ス
ク
エ
ア（
青
野
町
）

※

11
日
は
15
時
ま
で

■問 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　☎（
42
）９
０
３
０

　F（
42
）９
０
２
９

第
42
回
綾
部
市
公
民
館
大
会

■日 

12
月
10
日（
土
）

■時 

13
時
30
分
〜
15
時
40
分

■場 

中
央
公
民
館
（
里
町
）

■問 

社
会
教
育
課
☎（
42
）４
３
２
６

第
８
回
中
丹
文
化
交
流
フ
ェ
ス

タ
ジ
ュ
ニ
ア
文
化
祭

■日 

12
月
24
日（
土
）■時 

13
時
30
分
〜

■場 

中
丹
文
化
会
館
（
里
町
）

■問 

中
丹
文
化
事
業
団

　☎（
42
）７
７
０
５

　F（
42
）７
７
８
３

第
８
回
中
丹
文
化
交
流
フ
ェ
ス

タ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
フ
ェ
ア

■日 
12
月
25
日（
日
）■時 

13
時
30
分
〜

■場 
中
丹
文
化
会
館
（
里
町
）

■問 

中
丹
文
化
事
業
団

　☎（
42
）７
７
０
５

　F（
42
）７
７
８
３

育
児
相
談

■日 

12
月
６
日（
火
）

■時 

午
前
（
個
別
に
案
内
し
ま
す
）

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

生
後
４
カ
月
〜
就
学
前
の
乳
幼
児

と
そ
の
保
護
者
対
象
。
持
ち
物
は
母

子
健
康
手
帳
、
バス
タ
オ
ル
（
乳
児
）

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

北
京
都
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
出
張
相
談

■日 

12
月
７
、21
日（
水
）■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

※

定
員
３
人

■申
■問 

同
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　☎
０
７
７
３（
60
）５
８
６
５

女
性
相
談

■日 

12
月
７
、
21
日（
水
）

■時 

７
日
＝
13
時
20
分
〜
16
時
10
分
、

　21
日
＝
14
時
20
分
〜
16
時
10
分

■場 

あ
い
セ
ン
タ
ー
（
西
町
一
丁
目
）

※

定
員
は
７
日
３
人
、
21
日
２
人
。

１
人
50
分

■申
■問 

あ
い
セ
ン
タ
ー
☎（
42
）１
８
０
１

　F（
42
）２
０
３
０

空
き
家
相
談
会

■日 

12
月
８
日（
木
）

■時 

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

※

空
き
家
所
有
者
等
対
象
。先
着
２
組
。

申
し
込
み
は
12
月
１
日（
木
）ま
で

■申
■問 

定
住
・
地
域
政
策
課

　☎（
42
）４
２
７
０

人
権
週
間
特
設
人
権
相
談

■日 

12
月
９
日（
金
）■時 

10
時
〜
15
時

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）、
上
林

い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
（
八
津
合

町
）、
物
部
会
館
（
物
部
町
）

※

上
林
、
物
部
会
場
は
２
日
前
ま
で

に
申
し
込
み
必
要

■問 

人
権
推
進
課
☎（
42
）４
２
４
９

Ｅ
Ｍ
を
学
び
あ
う
会

■日 

12
月
10
日（
土
）

■時 

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

■問 

環
境
市
民
会
議
事
務
局
（
環
境
企

　画
課
）

　☎（
42
）０
５
０
３

健
康
相
談
・
栄
養
相
談

■日 

12
月
12
日（
月
）

■時 

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

耳
の
こ
と
相
談

■日 

12
月
12
日（
月
）■時 

13
時
〜
16
時

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■申
■問 

社
会
福
祉
協
議
会

　☎（
43
）２
８
８
１
F（
43
）２
８
８
２

就
職
相
談

■日 

12
月
13
、
20
日（
火
）

■時 

９
時
〜
17
時

■場 

市
役
所
１
階
会
議
室

※

定
員
７
人

■申
■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
４

交
通
事
故
相
談

■日 

12
月
14
、
28
日（
水
）

■時 

９
時
〜
11
時
30
分
、
13
時
〜
16
時

■場 

府
福
知
山
総
合
庁
舎（
福
知
山
市
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

法
律
・
登
記
相
談

■日 

12
月
19
日（
月
）

■時 

13
時
〜
16
時
30
分

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

も
の
忘
れ
相
談

■日 

12
月
19
日（
月
）

■時 

14
時
30
分
〜
16
時
30
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

定
員
２
組
。
自
宅
等
へ
の
訪
問
対

応
に
つ
い
て
は
要
相
談

■申
■問 

高
齢
者
支
援
課
☎（
42
）４
２
６
２

行
政
相
談

■日 

12
月
20
日（
火
）■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

調
停
相
談

■日 

12
月
21
日（
水
）■時 

９
時
〜
正
午

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

■問 

市
民
協
働
課

　☎（
42
）４
２
４
８

成
年
後
見
相
談

■日 

12
月
21
日（
水
）■時 

13
時
〜
15
時

■場 

社
会
福
祉
協
議
会
（
川
糸
町
）

■申
■問 

同
協
議
会

　☎（
43
）２
８
８
１
F（
43
）２
８
８
２

税
務
相
談
（
税
理
士
会
）

■日 

12
月
21
日（
水
）■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
１
階
会
議
室

※

受
け
付
け
は
15
時
30
分
ま
で

■問 

税
務
課
☎（
42
）４
２
３
５

多
重
債
務
相
談（
司
法
書
士
会
）

■日 

１
月
10
日（
火
）■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所

※

申
し
込
み
は
１
月
４
日（
水
）〜
６

日（
金
）

■申
■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
３

総
合
運
動
公
園
第
２
体
育
館

■日 

12
月
４
日（
日
）■時 

９
時
〜
17
時

■場 

上
杉
町
☎（
44
）０
９
９
０

　F（
44
）０
９
９
１

あ
い
セ
ン
タ
ー

■日 

12
月
４
日（
日
）■時 

９
時
〜
18
時

■場 

西
町一丁
目
☎
F（
42
）２
０
３
０

本
庁
舎

■日 

12
月
１
、
８
、
15
、
22
日（
木
）

■時 

19
時
ま
で

※

戸
籍
・
国
保
・
福
祉
医
療
関
係
の

　届
出
、
各
種
証
明
書
の
発
行

■問 

市
民
・
国
保
課
☎（
42
）４
２
４
５

　（42
）４
２
４
６
、（
42
）４
２
５
３

※

市
税・料
金
の
納
入（
納
付
書
必
要
）

■問 

会
計
課
☎（
42
）４
２
８
８

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

10
月
受
付
分

《
市
立
小
・
中
学
校
に
》

綾
部
商
工
会
議
所
女
性
会 

（
西
町
一
丁
目
）
　生
理
用
品
５
箱

《
図
書
館
に
》

綾
部
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ 

（
西
町
一
丁
目
）
児
童
書
３
０
５
冊

《
世
界
連
邦
推
進
事
業
基
金
に
》

出
口
紅
（
亀
岡
市
） 

１
０
０
万
円

《
社
会
福
祉
事
業
基
金
に
》

高
橋
武
治
（
千
葉
県
） 

５
万
円

前
田
道
子
（
寺
町
） 

３
千
円

竹
内
早
智
子
（
栗
町
） 

３
千
円

《
ふ
る
さ
と
納
税
》

90
件 

６
９
２
万
８
千
円

市役所☎（42）3280 F（42）4406  保健推進課F（42）5488【記事の見方】　■日 ＝日程  ■時 ＝時間  ■場 ＝場所  ■申 ＝申し込み必要  ■問 ＝問い合わせ先（☎＝電話  F＝ファクス）

1415

お間違えなく  市立病院☎（43）0123

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
を
考
慮
し
、
行
事
が
中
止
・
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

講
座
・
教
室

催
し
な
ど

相

　談

M
em
o of life

く
ら
し
の
メ
モ

〈
12
〜
１
月
上
旬
〉

無
料
開
放

窓
口
延
長

市ホームページに掲載
するバナー広告を
募集します。
1枠縦60ピクセル、
横183ピクセル
詳しくは
お問い合わせください。

〈問い合わせ〉
　秘書広報課
　　　　電話（42）4205

バナー広告
募集

離
乳
食
講
座

■日 

12
月
２
日（
金
）

■時 

離
乳
食
初
期
＝
９
時
30
分
〜
10

時
30
分
、
中
・
後
期
＝
10
時
45
分

〜
11
時
45
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

生
後
５
〜
11
カ
月
ご
ろ
の
乳
児
の

保
護
者
対
象
。
定
員
は
離
乳
食
初

期
12
人
、
中
・
後
期
16
人

■申
■問 

保
健
推
進
課

　☎（
42
）０
１
１
１

ぷ
く
ぷ
く
ひ
ろ
ば

■日 

12
月
11
日（
日
）

■時 

午
前
（
個
別
に
案
内
し
ま
す
）

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

妊
婦
、
生
後
６
カ
月
ま
で
の
子
ど

も
と
産
婦
、
そ
の
家
族
対
象
。
持

ち
物
は
母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ

オ
ル

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
ティ
ア
勉
強
会

■日 

12
月
13
日（
火
）■時 

14
時
〜
16
時

■場 

図
書
館
（
新
宮
町
）

■問 

図
書
館
☎（
42
）６
９
８
０

　F（
42
）４
５
７
０

元
気
は
つ
ら
つ
教
室

■日 

12
月
16
日（
金
） 

■時 

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

65
歳
以
上
対
象
。
定
員
30
人
。
内

容
は
「
心
も
体
も
元
気
に
な
る
ミ

ュ
ー
ジ
ッ
ク
ケ
ア
（
音
楽
療
法
）」。

持
ち
物
は
タ
オ
ル
、
飲
み
物

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

親
子
ク
ッ
キ
ン
グ

■日 
12
月
18
日（
日
） 

■時 
９
時
30
分
〜
13
時
30
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

５
歳
〜
小
学
６
年
生
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者
対
象
。
定
員
５
組
。

参
加
費
４
０
０
円

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

そ
う
や
な
あ
談
義

■日 

12
月
27
日（
火
）■時 

13
時
〜
15
時

■場 

社
会
福
祉
協
議
会
（
川
糸
町
）

※

参
加
費
１
０
０
円

■問 

同
協
議
会

　☎（
43
）２
８
８
１
F（
43
）２
８
８
２

市
民
葉
ぼ
た
ん
展

■日 

12
月
９
日（
金
）〜
11
日（
日
）

■時 

９
時
〜
17
時

■場 

あ
や
べ
グ
ン
ゼ
ス
ク
エ
ア（
青
野
町
）

※

11
日
は
15
時
ま
で

■問 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　☎（
42
）９
０
３
０

　F（
42
）９
０
２
９

第
42
回
綾
部
市
公
民
館
大
会

■日 

12
月
10
日（
土
）

■時 

13
時
30
分
〜
15
時
40
分

■場 

中
央
公
民
館
（
里
町
）

■問 

社
会
教
育
課
☎（
42
）４
３
２
６

第
８
回
中
丹
文
化
交
流
フ
ェ
ス

タ
ジ
ュ
ニ
ア
文
化
祭

■日 

12
月
24
日（
土
）■時 

13
時
30
分
〜

■場 

中
丹
文
化
会
館
（
里
町
）

■問 

中
丹
文
化
事
業
団

　☎（
42
）７
７
０
５

　F（
42
）７
７
８
３

第
８
回
中
丹
文
化
交
流
フ
ェ
ス

タ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
フ
ェ
ア

■日 
12
月
25
日（
日
）■時 

13
時
30
分
〜

■場 
中
丹
文
化
会
館
（
里
町
）

■問 

中
丹
文
化
事
業
団

　☎（
42
）７
７
０
５

　F（
42
）７
７
８
３

育
児
相
談

■日 

12
月
６
日（
火
）

■時 

午
前
（
個
別
に
案
内
し
ま
す
）

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

生
後
４
カ
月
〜
就
学
前
の
乳
幼
児

と
そ
の
保
護
者
対
象
。
持
ち
物
は
母

子
健
康
手
帳
、
バス
タ
オ
ル
（
乳
児
）

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

北
京
都
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
出
張
相
談

■日 

12
月
７
、21
日（
水
）■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

※

定
員
３
人

■申
■問 

同
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　☎
０
７
７
３（
60
）５
８
６
５

女
性
相
談

■日 

12
月
７
、
21
日（
水
）

■時 

７
日
＝
13
時
20
分
〜
16
時
10
分
、

　21
日
＝
14
時
20
分
〜
16
時
10
分

■場 

あ
い
セ
ン
タ
ー
（
西
町
一
丁
目
）

※

定
員
は
７
日
３
人
、
21
日
２
人
。

１
人
50
分

■申
■問 

あ
い
セ
ン
タ
ー
☎（
42
）１
８
０
１

　F（
42
）２
０
３
０

空
き
家
相
談
会

■日 

12
月
８
日（
木
）

■時 

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

※

空
き
家
所
有
者
等
対
象
。先
着
２
組
。

申
し
込
み
は
12
月
１
日（
木
）ま
で

■申
■問 

定
住
・
地
域
政
策
課

　☎（
42
）４
２
７
０

人
権
週
間
特
設
人
権
相
談

■日 

12
月
９
日（
金
）■時 

10
時
〜
15
時

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）、
上
林

い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
（
八
津
合

町
）、
物
部
会
館
（
物
部
町
）

※

上
林
、
物
部
会
場
は
２
日
前
ま
で

に
申
し
込
み
必
要

■問 

人
権
推
進
課
☎（
42
）４
２
４
９

Ｅ
Ｍ
を
学
び
あ
う
会

■日 

12
月
10
日（
土
）

■時 

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

■問 

環
境
市
民
会
議
事
務
局
（
環
境
企

　画
課
）

　☎（
42
）０
５
０
３

健
康
相
談
・
栄
養
相
談

■日 

12
月
12
日（
月
）

■時 

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

耳
の
こ
と
相
談

■日 

12
月
12
日（
月
）■時 

13
時
〜
16
時

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■申
■問 

社
会
福
祉
協
議
会

　☎（
43
）２
８
８
１
F（
43
）２
８
８
２

就
職
相
談

■日 

12
月
13
、
20
日（
火
）

■時 

９
時
〜
17
時

■場 

市
役
所
１
階
会
議
室

※

定
員
７
人

■申
■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
４

交
通
事
故
相
談

■日 

12
月
14
、
28
日（
水
）

■時 

９
時
〜
11
時
30
分
、
13
時
〜
16
時

■場 

府
福
知
山
総
合
庁
舎（
福
知
山
市
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

法
律
・
登
記
相
談

■日 

12
月
19
日（
月
）

■時 

13
時
〜
16
時
30
分

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

も
の
忘
れ
相
談

■日 

12
月
19
日（
月
）

■時 

14
時
30
分
〜
16
時
30
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

定
員
２
組
。
自
宅
等
へ
の
訪
問
対

応
に
つ
い
て
は
要
相
談

■申
■問 

高
齢
者
支
援
課
☎（
42
）４
２
６
２

行
政
相
談

■日 

12
月
20
日（
火
）■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

調
停
相
談

■日 

12
月
21
日（
水
）■時 

９
時
〜
正
午

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

■問 

市
民
協
働
課

　☎（
42
）４
２
４
８

成
年
後
見
相
談

■日 

12
月
21
日（
水
）■時 

13
時
〜
15
時

■場 

社
会
福
祉
協
議
会
（
川
糸
町
）

■申
■問 

同
協
議
会

　☎（
43
）２
８
８
１
F（
43
）２
８
８
２

税
務
相
談
（
税
理
士
会
）

■日 

12
月
21
日（
水
）■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
１
階
会
議
室

※

受
け
付
け
は
15
時
30
分
ま
で

■問 

税
務
課
☎（
42
）４
２
３
５

多
重
債
務
相
談（
司
法
書
士
会
）

■日 

１
月
10
日（
火
）■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所

※

申
し
込
み
は
１
月
４
日（
水
）〜
６

日（
金
）

■申
■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
３

総
合
運
動
公
園
第
２
体
育
館

■日 

12
月
４
日（
日
）■時 

９
時
〜
17
時

■場 

上
杉
町
☎（
44
）０
９
９
０

　F（
44
）０
９
９
１

あ
い
セ
ン
タ
ー

■日 

12
月
４
日（
日
）■時 

９
時
〜
18
時

■場 

西
町一丁
目
☎
F（
42
）２
０
３
０

本
庁
舎

■日 

12
月
１
、
８
、
15
、
22
日（
木
）

■時 

19
時
ま
で

※

戸
籍
・
国
保
・
福
祉
医
療
関
係
の

　届
出
、
各
種
証
明
書
の
発
行

■問 

市
民
・
国
保
課
☎（
42
）４
２
４
５

　（42
）４
２
４
６
、（
42
）４
２
５
３

※

市
税・料
金
の
納
入（
納
付
書
必
要
）

■問 

会
計
課
☎（
42
）４
２
８
８

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

10
月
受
付
分

《
市
立
小
・
中
学
校
に
》

綾
部
商
工
会
議
所
女
性
会 

（
西
町
一
丁
目
）
　生
理
用
品
５
箱

《
図
書
館
に
》

綾
部
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ 

（
西
町
一
丁
目
）
児
童
書
３
０
５
冊

《
世
界
連
邦
推
進
事
業
基
金
に
》

出
口
紅
（
亀
岡
市
） 

１
０
０
万
円

《
社
会
福
祉
事
業
基
金
に
》

高
橋
武
治
（
千
葉
県
） 

５
万
円

前
田
道
子
（
寺
町
） 

３
千
円

竹
内
早
智
子
（
栗
町
） 

３
千
円

《
ふ
る
さ
と
納
税
》

90
件 

６
９
２
万
８
千
円

市役所☎（42）3280 F（42）4406  保健推進課F（42）5488【記事の見方】　■日 ＝日程  ■時 ＝時間  ■場 ＝場所  ■申 ＝申し込み必要  ■問 ＝問い合わせ先（☎＝電話  F＝ファクス）

1415

お間違えなく  市立病院☎（43）0123

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
を
考
慮
し
、
行
事
が
中
止
・
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

講
座
・
教
室

催
し
な
ど

相

　談

M
em
o of life

く
ら
し
の
メ
モ

〈
12
〜
１
月
上
旬
〉

無
料
開
放

窓
口
延
長

市ホームページに掲載
するバナー広告を
募集します。
1枠縦60ピクセル、
横183ピクセル
詳しくは
お問い合わせください。

〈問い合わせ〉
　秘書広報課
　　　　電話（42）4205

バナー広告
募集
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例
」
の
前
文
に
は
、
い
こ
い
の
村
・
栗

の
木
寮
が
培
っ
て
き
た
歴
史
に
も
触
れ

て
い
ま
す
。

　
誰
も
が
主
人
公
に
な
れ
る
場
を
目
指
し
て

　同
セ
ン
タ
ー
が
目
指
す
の
は
、
障
害

が
あ
る
人
も
な
い
人
も
自
分
ら
し
く
生

き
ら
れ
る
社
会
の
実
現
。
栗
の
木
寮
の

仲
間
は
農
業
や
木
工
な
ど
の
仕
事
や
絵

画
、
陶
芸
な
ど
の
創
作
活
動
な
ど
を
、

梅
の
木
寮
の
生
活
者
は
健
康
維
持
の
た

め
の
体
操
や
手
芸
な
ど
に
主
体
的
に
取

り
組
み
ま
す
。
職
員
は
生
活
者
一
人
一

人
の
意
思
や
要
望
を
大
切
に
し
な
が
ら

暮
ら
し
を
支
援
。
コ
ロ
ナ
禍
で
外
出
の

機
会
が
減
少
し
た
入
所
者
の
た
め
に
、

家
族
や
近
隣
の
こ
ど
も
園
と
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
お
話
し
会
を
設
け
る
な
ど
、
地

域
と
つ
な
が
っ
て
い
ら
れ
る
環
境
づ
く

り
に
努
め
て
い
ま
す
。

誰もが自分らしく生きられる社会へ
いこいの村聴覚言語障害センター

　今回の情報すくらんぶるは、開所40周年を迎えた、い
こいの村聴覚言語障害センター（岩本幸子所長）を紹介し
ます。

　おかげさまで開
所から40周年を迎
えることができま
した。これからも
地域の皆さんと手
を取り合いなが
ら、綾部市の福祉
を向上させていき
たいです。

103

全
国
初
の
ろ
う
重
複
障
害
者
施
設

　昭
和
52
年
ご
ろ
、
聴
覚
の
ほ
か
に
知

的
、
精
神
障
害
な
ど
を
併
せ
持
っ
た
人

の
生
活
は
と
て
も
困
難
で
し
た
。
そ
の

よ
う
な
ろ
う
重
複
障
害
者
が
自
分
ら
し

く
生
活
し
働
け
る
場
を
つ
く
ろ
う
と
、

ろ
う
あ
者
が
中
心
と
な
っ
た
施
設
の
建

設
運
動
が
ス
タ
ー
ト
。
多
く
の
支
援
を

受
け
て
昭
和
57
年
、
口
上
林
に
全
国
初

と
な
る
ろ
う
重
複
障
害
者
の
生
活
・
労

働
施
設
「
い
こ
い
の
村
・
栗
の
木
寮
」

が
誕
生
し
ま
し
た
。
平
成
４
年
に
は
高

齢
ろ
う
者
の
た
め
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
「
梅
の
木
寮
」
が
開
所
。
地
域

や
行
政
と
連
携
し
な
が
ら
多
く
の
福
祉

事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。本
市
の「
手

話
言
語
の
確
立
及
び
多
様
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
促
進
に
関
す
る
条

岩本幸子所長

10月16日には中丹文化会館（里町）にて40周年記
念祭が盛大に開催


